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主な内容
プレミアム付商品券を発行します 2
婚姻歴のないひとり親に対する寡婦（夫）控除等の
みなし適用を実施します 3

市民便利帳を共同発行します 4
東京圏からの移住を支援します 5
シリーズ介護予防～にこにこ教室をご存じですか～ 6

部活動の集大成 中体連
～ 3年間の思いを込めて～

　中学校体育連盟飛驒地区大会が市内各所で開催され、各種目
で熱い試合が展開されました。
　3年生にとっては最後の大会。3年間ともに汗した仲間たちと、
声を張り上げ泥にまみれて懸命にプレーする姿が見られました。

【7月14日撮影：中山公園野球場（山田町）】
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■
対
象
と
な
る
方

①
市
民
税
非
課
税
者

　
【
申
請
が
必
要
で
す
】

　

基
準
日（
平
成
31
年
１
月
１
日
）

に
高
山
市
に
住
民
票
が
あ
り
、
平

成
31
年
度
の
市
民
税
が
課
税
さ
れ

て
い
な
い
方
。
た
だ
し
、
課
税
者

の
扶
養
と
な
っ
て
い
る
方
や
、
生

活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
等
は
対

象
外
で
す
。

②
子
育
て
世
帯
の
世
帯
主

　
【
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
】

　

平
成
28
年
４
月
２
日
〜
令
和
元

年
９
月
30
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子

が
い
る
世
帯
の
世
帯
主

■
申
請
書
類
と
発
送
時
期

　

申
請
書
類
は
購
入
で
き
る
可
能
性

の
あ
る
方
を
対
象
に
、
８
月
中
旬
か

ら
税
務
課
よ
り
順
次
郵
送
し
ま
す
。

※
申
請
書
類
が
届
い
た
方
が
、
必

　

ず
購
入
で
き
る
も
の
で
は
あ
り

　

ま
せ
ん
。

■
申
請
受
付
期
間

　

申
請
書
到
着
日
〜
令
和
２
年
３

月
２
日
㈪

　

申
請
受
付
期
間
内
に
申
請
が
な

か
っ
た
場
合
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
の
購
入
は
辞
退
さ
れ
た
も
の

と
み
な
し
ま
す
の
で
、
購
入
を
希

望
さ
れ
る
方
は
必
ず
申
請
受
付
期

間
内
に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
請
書
の
記
載
事
項
等

　

申
請
書
類
郵
送
時
に「
申
請
に

関
す
る
留
意
事
項
」お
よ
び「
記
載

例
」を
同
封
し
ま
す
の
で
、
よ
く

お
読
み
い
た
だ
き
、
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
記
名
押
印
漏
れ
や
添
付
書
類
漏

　

れ
が
あ
り
ま
す
と
、
手
続
き
が

　

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

　

さ
い
。

■
提
出
先

　

申
請
書
類
郵
送
時
に
同
封
の
返

信
用
封
筒
に
て
返
送（
切
手
不
要
）

い
た
だ
く
か
、
高
年
介
護
課（
本

庁
１
階
）ま
た
は
各
支
所
地
域
振

興
課
に
直
接
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

■
商
品
券
の
購
入

　

９
月
末
ご
ろ
に
、
申
請
書
を
審

査
の
う
え
対
象
と
な
る
①
の
方
お

よ
び
②
の
方
に
購
入
引
換
券
を
郵

送
し
ま
す
。
引
換
券
を
お
持
ち
の

上
で
、
10
月
１
日
㈫
〜
令
和
２
年

３
月
２
日
㈪
の
間
に
市
役
所
本

庁
、
支
所
等
で
購
入
く
だ
さ
い
。

購
入
引
換
券
が
無
い
と
、
購
入
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
大
切
に
保
管
く

だ
さ
い（
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
安
心
し
て
購
入
い
た
だ

け
ま
す
）。

■
販
売
価
格

　

25
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

１
冊
５
千
円
分（
額
面
５
０
０
円

×
10
枚
）を
４
千
円
で
販
売

■
購
入
限
度
額

対
象
①
の
方　

１
人
５
冊（
２
５
，

０
０
０
円
分
）ま
で

対
象
②
の
方　

対
象
と
な
る
子

ど
も
１
人
に
つ
き
５
冊（
２
５
，

０
０
０
円
分
）ま
で

　

い
ず
れ
も
、
１
冊
単
位
で
分
割

購
入
で
き
ま
す
。

■
商
品
券
の
利
用
可
能
期
間

　

10
月
１
日
㈫
〜
令
和
２
年
３
月

31
日
㈫

■
商
品
券
で
買
う
こ
と
の
で
き

　

な
い
も
の

　

た
ば
こ
、
出
資
や
金
融
商
品
の

購
入
、商
品
券
、プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー

ド
、
国
や
地
方
公
共
団
体
へ
の
支

払
い
な
ど

■
Ｄ
Ｖ
で
避
難
さ
れ
て
い
る
方
へ

　

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
理
由

に
、
住
民
票
を
移
さ
な
い
で
市
内

に
居
住
し
て
い
る
①
②
に
該
当
す

る
方（
同
伴
す
る
子
ど
も
を
含
む
）

は
、
高
山
市
へ
の
申
し
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
子
育
て
支
援

課（
☎
35-

３
１
４
０
）へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
請
・
購
入
・
加
盟
店
に
関

　

す
る
お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
窓
口

   

☎
32‒

７
７
７
８

  （
平
日
：
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

プレミアム付商品券を
発行します

　消費税・地方消費税率引き上げが所得
の少ない方・子育て世帯の消費に与える
影響を緩和するとともに、地域における
消費を喚起・下支えするため、プレミア
ム付商品券を発行します。

加盟店を募集します
　プレミアム付商品券の加盟登録事業
者を募集します。なお、商品券販売時
に購買者へ配布する「加盟店一覧」には、
1次募集に申し込みのあった事業者を掲
載しますが、募集期間内は加盟店登録
は可能です。
登録資格　市内で事業を営み、店舗を 
　　　　　有する事業者
申込方法　 申込書類に必要事項を記入

のうえ、郵送または高年介
護課（本庁1階）、各支所の
窓口にお申し込みください。
申し込みに関する詳細は、
市HPをご覧ください。

募集期間　1次募集　8月1日㈭～30日㈮
　　　　　  2次募集　9月2日㈪～
　　　　　　　　　   令和2年3月2日㈪
問合  市役所プレミアム商品券窓口　
        ☎32-7778
　　  広報ID 1011156
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婚
姻
歴
の
な
い
ひ
と
り
親
に
対
す
る
寡
婦（
夫
）

控
除
等
の
み
な
し
適
用
を
実
施
し
ま
す

　

婚
姻
歴
の
な
い
ひ
と
り
親
に
は
、
税
法
上
の
寡
婦（
夫
）控
除
等
が
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
婚
姻
歴
の
あ
る
ひ
と
り
親
と

比
べ
課
税
所
得
が
高
く
な
り
、
課
税
額
な
ど
を
認
定
要
件
と
す
る
各
種
制
度
に
お
い
て
、
利
用
に
伴
う
自
己
負
担
額
や
給
付
額

等
に
差
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
差
を
解
消
す
る
た
め
、
婚
姻
歴
の
な
い
ひ
と
り
親
の
方
を
対
象
に
寡
婦（
夫
）控
除
等
の
み
な
し
適
用
の
認
定

申
請
の
受
付
を
８
月
１
日
か
ら
開
始
し
、
各
事
業
に
お
け
る
寡
婦（
夫
）控
除
等
の
み
な
し
適
用
を
10
月
１
日
か
ら
実
施
し
ま
す
。

◆
対
象
者

　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
左
表
の
対

象
事
業
を
利
用
さ
れ
る
方
で
、
前
年

の
12
月
31
日
お
よ
び
申
請
日
に
お
い

て
、
次
の
要
件
を
満
た
す
方

※
生
活
保
護
受
給
者
は
対
象
外
で
す
。 

①
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
母
と
な
り
、

　

現
在
婚
姻
し
て
い
な
い
方
の
う
ち
、

　

扶
養
親
族
ま
た
は
生
計
を
一
に
す

　

る
子
を
有
す
る
方
。

②
①
に
該
当
し
、
扶
養
親
族
で
あ
る

　

子
を
有
し
、
か
つ
、
合
計
所
得
金

　

額
が
５
０
０
万
円
以
下
の
方
。

③
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
父
と
な
り
、

　

現
在
婚
姻
し
て
い
な
い
人
の
う
ち
、

　

生
計
を
一
に
す
る
子
が
お
り
、
合

　

計
所
得
金
額
が
５
０
０
万
円
以
下

　

で
あ
る
方
。

※
事
実
婚
は
除
く
。

※
以
上
の
場
合
の
子
と
は
、
総
所
得

　

金
額
が
38
万
円
以
下
で
あ
り
、
他

　

の
人
の
控
除
対
象
配
偶
者
や
扶
養

　

親
族
と
な
っ
て
い
な
い
方
。

◆
申
請
方
法

　

利
用
を
希
望
す
る
方
は
、
次
の
必

要
書
類
を
子
育
て
支
援
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

•
寡
婦（
夫
）控
除
み
な
し
適
用
申
請
書

•
申
請
者
の
戸
籍
全
部
事
項
証
明
書

　
（
戸
籍
謄
本
）

※
申
請
書
は
子
育
て
支
援
課
や
各
支

　

所
窓
口
に
あ
る
ほ
か
、
市
HP
か
ら

　

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
申
請
方
法
や
適
用
時
期
な
ど
詳
し

　

く
は
、
子
育
て
支
援
課
に
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合

子
育
て
支
援
課

　
　
　

☎
35ｰ

３
１
４
０

　
　
　

広
報
ID 

１
０
１
１
１
４
８ 

対象事業等
（10月1日以降から寡婦（夫）控除等のみなし適用となる事業） 担当課

病児保育利用料、放課後児童クラブ利用料、助産及び母子生活支
援施設入所者負担金、休日保育利用料、一時保育利用料、夜間保育
利用料、短期入所及び夜間養護等負担金、母子家庭等就業支援費

子育て支援課

障がい者住宅改造費、障がい者屋根融雪装置設置費、
軽度・中度難聴児補聴器費 福祉課

老朽空家等除却費 建築住宅課

高齢者等住宅改造費、高齢者等屋根融雪装置設置費、介護
保険料の減免、社会福祉法人の介護保険利用者負担金、家
族介護用品の購入費、徘徊高齢者探索システム端末借用
費用、緊急通報システム機器借用費用、日常生活用具費、
外出支援事業利用料、高齢者バス優待乗車証購入費

高年介護課

上水道料金（生活困窮減免） 上水道課
下水道使用料（生活困窮減免） 下水道課
私立幼稚園就園奨励費（平成31年4月から令和元年9月分まで） 教育総務課
※上記の対象事業において、平成31年４月１日以降利用しているものについ
　ては、４月１日に遡及適用されます。 
※今後、対象事業の追加等がありますので、ホームページや子育て支援課窓
　口でご確認ください。 
※下記の対象事業は、国の例規等の改正により、既にみなし適用が実施され
　ております。
　保育園保育料、児童扶養手当、児童手当、障害福祉サービス費、自立支援医療費、
　補装具費、地域生活支援事業費、障害児福祉手当、特別障害者手当、特別児童扶
　養手当、福祉医療費（母子父子医療、重度心身障がい者医療の一部の事業）、市営
　住宅使用料、一般不妊治療費、特定不妊治療費、養育医療費

パブリックコメント
【市民意見の募集】

案件名　認可外保育施設の設備及び運営に関す
　　　　る基準について
意見を提出できる方　市内在住・在勤・在学の
方、市内に事務所または事業所を有する方（法人・
団体も含む）
閲覧場所　市 HP  、子育て支援課（本庁1階）、
市民コーナー（本庁1階）、各支所、市図書館「煥
章館」、市民文化会館、ビッグアリーナ、女性青
少年会館（休館日を除く各施設の開館時間内）
提出方法　所定の様式にご意見を記入のうえ、
8月20日㈫までに窓口･ 郵送・ FAX・MAIL

※様式は閲覧場所にあるほか、市HPからもダウ
　ンロードできます。
問合  子育て支援課
        ☎35-3140　FAX35-3165
　　  Mail:kosodateshien@city.takayama.lg.jp
        広報ID 1010666

ご意見をお寄せください 児童扶養手当現況届の手続きを
　児童扶養手当とは、父子家庭や母子家庭などの生活の安定と自立を
助け、子どもの心身の健やかな成長のために支給されるものです。
　手当を受けるためには、必要な書類を添えて市へ申請する必要があ
ります（所得制限あり）。
　現在、手当を受給されている方には、「現況届」の案内をお送りしま
すので、9月2日㈪までに手続きをお願いします。

問合  子育て支援課　☎35-3140

未婚の児童扶養手当受給者に対する
臨時・特別給付金を支給します

　児童扶養手当受給者のうち、未婚のひとり親の方に対し、今年
度のみの臨時・特別給付金を支給します。
対象　次のすべての要件に該当する方
①令和元年11月分の児童扶養手当を受給する父または母
②令和元年10月31日時点で、これまでに婚姻をしたことのない方
③令和元年10月31日時点で、事実婚をしていない方または事実
　婚の相手方の生死が明らかでない方
支給額　17,500円
申請期間　令和2年2月3日㈪まで
※児童扶養手当現況届の手続き時に申請できます。
※戸籍謄本と印鑑をご持参ください。
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　戦争や平和について詠んだ短歌コンクール「八月の歌」（主催：朝日新聞社、共催：
高山市、後援：高山市教育委員会）の受賞作品が決定しました。11回目を迎える
今年は、一般の部に 443首、中学・高校の部に 1,538首の応募があり、各部門5
首の優秀賞が選ばれました。
　なお、表彰式は 8月11日（日・祝）午後2時より、市役所地下市民ホールで開催
される「飛驒高山平和のつどい」の中で、行われます。
優秀賞【一般の部】  5首　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （敬称略、50音順） 
「オトウサンハ　モウオウマニハナレマセンガ･･･」知覧（ちらん）の遺書のあとは読めない

（岐阜市） 榎
え

並
なみ

　千
ち

鶴
づ

子
こ

出典は万葉集という令和　あらためて読む防人（さきもり）の歌
（埼玉県入間市） 忍

おし

足
だり

　良
よし

夫
お

紛争で敵国となりし者同士ジョークを交わす日本語教室
（三重県津市） 柘

つ

植
げ

　欽
きん

也
や

助けたい命のビザを二千通　千畝（ちうね）のペンは今も光りて
（宮城県刈田郡蔵王町） 中

なか

松
まつ

　伴
とも

子
こ

軍鳩（ぐんきゅう）の慰霊碑前で遊ぶ子ら鳩も戦（いくさ）に出た時代あり
（千葉県柏市） 福

ふく

川
かわ

　敏
とし

機
き

優秀賞【中学・高校の部】  5首
糸満の空を見上げる七千本　向日葵（ひまわり）静かに犠牲者偲ぶ

（名古屋市・名古屋高２年） 久
く

保
ぼ

木
き

　慧
けい

亡き友の衣類重ね着て耐え抜いた帰還兵の口数少なし
（北海道江別市・立命館慶祥中１年） 小

こ

松
まつ

　さくら
シリアから来た難民の青年は被爆ピアノで平和奏でる

（名古屋市・金城学院高３年） 中
なか

村
むら

　桃
もも

子
こ

原爆への思い語りて去る背中　昨年よりも小さくなりぬ
（岐阜県・高山市立荘川中３年） 水

みず

尻
しり

　心
こころ

願おうよ怖い戦（いくさ）の命令も号令もない令和の世界
（仙台市立吉成中２年） 横

よこ

溝
みぞ

　惺
せい

哉
や

「八月の歌」 入賞作品 問合  協働推進課  ☎35-3412

原
爆
死
没
者
慰
霊
・
平
和
祈
念

の
黙
と
う
を

　

８
月
６
日
と
９
日
は
そ
れ
ぞ
れ
広
島
と
長
崎

に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
日
で
す
。
両
市
で
は
こ

の
日
に
平
和
式
典
を
開
催
し
、
原
爆
投
下
時
刻

の
６
日
午
前
８
時
15
分
、
９
日
午
前
11
時
２
分

に
黙
と
う
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
８
月
15
日
は「
戦
没
者
を
追
悼
し
平

和
を
祈
念
す
る
日
」で
、
全
国
戦
没
者
追
悼
式

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
式
典
の
様
子
は
テ
レ
ビ
な

ど
で
放
送
さ
れ
、
正
午
に
は
黙
と
う
が
行
わ
れ

ま
す
。

　

先
の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
を
追
悼
し
、

恒
久
平
和
を
祈
念
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ご

家
庭
や
職
場
な
ど
で
黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合

福
祉
課　

☎
35‒

３
３
５
６

「
平
和
へ
の
絆
」の
鉦
打
ち
鳴
ら
し

　

市
で
は
、
各
日
の
黙
と
う
の
時
刻
に
合
わ
せ
、

市
役
所
本
庁
前
の「
平
和
へ
の
絆
」の
鉦
を
打
ち

鳴
ら
し
ま
す
。
鉦
は
ど
な
た
で
も
打
ち
鳴
ら
し

て
い
た
だ
け
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
集
く
だ
さ
い
。

問
合

協
働
推
進
課　

☎
35‒

３
４
１
２

飛
驒
印
刷
協
同
組
合

と
協
定
を
締
結

市
民
便
利
帳
を
共
同
発
行

　

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、
市
と
飛

驒
印
刷
協
同
組
合
は
７
月
17
日
、「
高
山
市
市
民
便

利
帳
の
共
同
発
行
に
関
す
る
協
定
」を
締
結
し
ま

し
た
。

　

市
民
便
利
帳
は
市
役
所
の
各
種
手
続
き
や
、
く

ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
１
冊
に
ま
と
め
た
も
の

で
、
地
元
の
事
業
者
か
ら
広
告
を
募
集
し
製
作
し

ま
す
。

　

発
行
は
令
和
２
年
７
月
を
予
定
し
て
お
り
、
市

内
全
戸
に
配
布
す
る
ほ
か
、
転
入
者
へ
の
情
報
提

供
な
ど
に
活
用
し
ま
す
。

問
合

広
報
情
報
課　

☎
35ｰ
３
１
３
４

野生イノシシの豚コレラ
感染が拡大しています
　市内で豚コレラに感染した野生イノ
シシが確認されました。
　豚コレラは、豚とイノシシの病気で
人間に感染することはありませんが、
人や車両、物資などにウイルスが付着
すると、感染が広がる恐れがあります。
　市民の皆さまには、以下の点に留意
していただき、ご協力をお願いします。
●不要不急の山林への立ち入りをご遠   
　慮ください
●死亡したイノシシを発見した場合
　は、絶対に触れたり周辺を歩き回っ
　たりせず、農務課または各支所基盤
　産業課にご連絡ください。発見日時、
　場所、頭数、大きさをお伺いします。
問合

 
農務課　☎35-3141

        （休日夜間は☎32-3333）
　　　広報ID 1010847

養豚農場を中心とした半径3km圏内に
ある林道出入口に消毒薬を散布してい
ます
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東
京
圏
か
ら
の
移
住
支
援

　

次
の
①
ま
た
は
②
を
満
た
す
方
で
、
高
山
市
へ

４
月
以
降
に
転
入
し
、中
小
企
業
等（
※
）に
就
業
、

ま
た
は
県
内
で
起
業
し
た
方
に
対
し
、
移
住
支
援

金
を
支
給
。

※
中
小
企
業
等
と
は
、
都
道
府
県
が
運
営
す
る
就

　

業
支
援
の
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト（
岐
阜
県
の
場
合

　

は「
ジ
ン
サ
ポ
！
ぎ
ふ
」Ｈ
Ｐ
内
に
設
け
ら
れ
た

　

移
住
支
援
者
向
け
ペ
ー
ジ
）に
移
住
支
援
金
対
象

　

求
人
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
企
業
。

■
対
象
と
な
る
方

①
住
民
票
を
移
す
直
前
に
連
続
し
て
５
年
以
上
、

　

東
京
23
区
に
在
住
し
て
い
た
方

②
住
民
票
を
移
す
３
カ
月
前
の
時
点
に
お
い
て
、

　

連
続
し
て
５
年
以
上
東
京
圏（
東
京
都
、
埼
玉

　

県
、
千
葉
県
、
神
奈
川
県
、
一
部
地
域
を
除
く
）

　

か
ら
東
京
23
区
へ
通
勤
し
て
い
た
方

■
移
住
支
援
金
の
額

・
60
万
円（
単
身
の
場
合
）

・
１
０
０
万
円（
２
人
以
上
の
世
帯
の
場
合
）

■
支
給
要
件

・
移
住
支
援
金
申
請
時
に
お
い
て
、
転
入
後
３
カ

月
以
上
１
年
以
内
で
あ
る
こ
と

・
移
住
支
援
金
申
請
日
か
ら
５
年
を
超
え
継
続
し

て
定
住
し
、
か
つ
、
就
業
・
起
業
す
る
意
思
の
あ

る
方（
５
年
以
内
に
転
出
し
た
場
合
、
支
援
金
の

返
還
対
象
と
な
り
ま
す
）

　

他
に
も
支
給
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

Ｕ
タ
ー
ン
や
Ｉ
タ
ー
ン
、
Ｊ
タ
ー
ン
で
移
住
・

定
住
さ
れ
た
方
を
対
象
に
し
た
支
援
制
度
は
他
に

も
あ
り
ま
す
。そ
の
他
の
支
援
制
度
に
つ
い
て
は
、

市
HP
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
高
山
市
Ｕ
タ
ー

ン
就
職
支
援
金
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、
本
移
住
支

援
金
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
支
援
制
度
に
は
そ
れ
ぞ
れ
条
件
等
が
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
事
前
に
担
当
部
署
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合

ブ
ラ
ン
ド
戦
略
課

         

☎
35‒

３
０
０
１

         

広
報
ID 

１
０
０
３
９
１
７

ご家族やご親戚の帰省、同窓会の機会に
ぜひご紹介ください

東京圏からの移住を
支援します
高山市へ移住し、就業や起業する方を応援します
　市では、東京圏への一極集中の是正と地方の担い手不足対策
のための起業・就業者の創出を図るため、「地方で起業したい」
「地方で子育てや親の介護をしながら働き続けたい」といった多
様な働き方・生き方を求め、都市部から移住する方に対し移住
支援金を支給します。

中小企業等の皆様へ
マッチングサイトに登録しませんか？

　「高山市東京圏からの移住支援金」の就業の条件として、都道府県が運営す
るマッチングサイト（岐阜県の場合は「ジンサポ！ぎふ」HP内に設けられた
移住支援者向けページ）に移住支援金の対象として求人情報が登録されてい
る法人に就業することが条件となります。
　企業の皆様におかれましては、東京圏からの人材を獲得する一つの機会と
とらえていただき、ぜひ、こちらのマッチングサイトへのご登録をお願いします。

問合  岐阜県中小企業総合人材確保センター　☎058-278-1146

　

10
月
１
日
か
ら
火
を
使
用
す
る
す
べ
て
の
飲
食

店
に
消
火
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
平
成
28
年
12
月
に
発
生
し
た
新
潟
県

糸
魚
川
市
大
規
模
火
災
を
受
け
、
消
防
法
施
行
令

が
改
正
さ
れ
た
も
の
で
、
次
の
①
②
い
ず
れ
に
も

該
当
す
る
飲
食
店
に
消
火
器
の
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
す
。

　

該
当
す
る
飲
食
店
に
は
、
消
防
職
員
が
調
査
の

た
め
訪
問
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
消
防
署
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
合

消
防
本
部
予
防
課

         

☎
32‒

３
０
２
７

①
延
べ
面
積
が
１
５
０
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満

②
業
と
し
て
飲
食
物
を
提
供
す
る
た
め
、
調
理

　

を
目
的
と
し
た
こ
ん
ろ
な
ど
の
火
を
使
用
す

　

る
設
備
ま
た
は
器
具
を
設
置
し
て
い
る

※
防
火
上
有
効
な
措
置
が
あ
れ
ば
消
火
器
の

　

設
置
は
免
除
で
き
ま
す

す
べ
て
の
飲
食
店
に
消
火
器
の

設
置
が
必
要
に
な
り
ま
す

高山市
公式LINEを
開設しました

問合
広報情報課
☎35‒3134

防災情報やイベント情報
などをあなたのスマホへ
お届けします。
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に
こ
に
こ
教
室
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

市
で
は
、
要
介
護
状
態
に
な
る
こ
と
を
予
防
す
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
介
護
予
防
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
回
は「
に
こ
に
こ
教
室
」に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

〜
い
つ
ま
で
も
健
康
で
元
気
に
暮
ら
す
た
め
に
〜 

シ
リ
ー
ズ「
介
護
予
防
」 

第
３
回

介護者のための
「ほっとする談話室」
　介護に関する悩み事や困りごとの相
談ができます。
①ほっとする介護・健康談話室
日時  8月18日㈰　10：00～15：00
場所  きよみ館（清見町三日町）
②ほっとする介護・健康談話室
日時  8月19日㈪　10：00～15：00
場所  カフェ　カサ ソラ（宗猷寺町）
③介護に関する何でも相談
日時  8月20日㈫　10:00～15:00
場所  まちスポ飛驒高山
       （天満町1・フレスポ飛驒高山内）
※事前申込不要、参加無料です。時間  
　内は出入り自由ですので、都合のい
　いときにお越しください。
問合  NPO法人まちづくりスポット
        ☎62‒8550

　

誰
も
が
年
齢
を
重
ね
て
く
る
と
心

身
の
機
能
が
衰
え
て
き
ま
す
が
、
運

動
器
の
機
能
の
低
下
の
他
に
も「
食
べ

も
の
が
か
み
に
く
く
な
る
、
む
せ
や

す
く
な
る
な
ど
の
口
腔
機
能
の
低
下
」

「
食
事
量
の
低
下
に
よ
る
低
栄
養
」「
物

忘
れ
が
気
に
な
る
な
ど
の
認
知
機
能

の
低
下
」な
ど
個
人
差
は
あ
り
ま
す
が

さ
ま
ざ
ま
な
機
能
が
低
下
し
て
き
ま

す
。

　

そ
の
た
め
高
齢
期
を
元
気
に
過
ご

す
た
め
に
は
、
早
い
時
期
か
ら
の
予

防
の
取
り
組
み（
介
護
予
防
の
取
り
組

み
）が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

介
護
予
防
の
取
り
組
み
は
特
別
な

こ
と
で
は
な
く
、
運
動
、
食
事
、
口

腔
ケ
ア
、
社
会
参
加
な
ど
の
毎
日
の

生
活
習
慣
の
工
夫
や
改
善
の
積
み
重

ね
で
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
の
で
、

生
活
習
慣
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

市
で
は「
体
力
が
落
ち
て
き
て
外
出

回
数
が
減
っ
て
い
る
」「
少
し
物
忘
れ

が
気
に
な
る
」な
ど
元
気
な
頃
に
比
べ

て
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
の
低
下
の
心
配

の
あ
る
方
を
対
象
に
、
介
護
状
態
に

な
る
こ
と
を
予
防
す
る
た
め
の「
に
こ

対象となる方 要介護認定（要介護１～５）を受けていない６５歳以上の方

利用料金 １回５００円（送迎込み）

開催場所 高山地域及び支所地域の福祉センターや保健センターなど

開催時間 午前または午後の半日（3.5時間　送迎含む）

その他 参加は週1回です。
ひざ腰元気教室や地域のサロンとの併用もできます。

申請相談 高山市地域包括支援センター
☎35‒2940　または各支所のブランチまで

あたまの健康チェック
　認知症予防の一環として、簡易な
認知機能チェックと個別相談を行い
ます。
　ぜひご利用ください。
対象
①市内在住の 65歳～ 79歳の方
②認知症の診断や治療を受けていな
　い方
③介護保険で要支援・要介護に該当
　していない方
日時  8月20日㈫　8:50～ 12:00
　　  １人あたり 30分程度
場所  市役所3階301会議室（花岡町２）
定員

 
10人

申込
 
前日までに TEL

※認知症などの診断をするものでは
　ありません。
※初めての方を優先させていただきます。
問合  市地域包括支援センター
　　　☎35-2940

オレンジカフェ（認知症カフェ）を毎月15日に開催していますが、8月15日㈭は都合によりお休みします。
問合　飛驒地区認知症カフェ実行委員会　☎62-9482

脳トレのようす脳トレのようす

健康チェックのようす健康チェックのようす

●傍聴は先着順となります。
●開催日時や場所が変更となる場合があり
　ます。
　なお、議題など詳細については担当課へ
　お問い合わせください。

委員会・審議会を
公開しています  

公開予定の委員会・審議会

開催日 会議名ほか

8月5日
㈪

幹部会　8：30～　
市役所 4階特別会議室

担当課：企画課
            ☎35-3131

8月18日
㈰

男女共同参画推進懇話会
15：30～　
市役所　2階203会議室

担当課：協働推進課
            ☎35-3412

に
こ
教
室
」（
送
迎
つ
き
）を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

教
室
で
は
介
護
予
防
の
体
操
の
他
、

健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
口
腔
体
操
、
脳
ト

レ
を
毎
回
行
っ
て
い
る
た
め
、
参
加

者
の
み
な
さ
ん
は
生
活
機
能
を
維
持

す
る
こ
と
が
で
き
て
心
も
身
体
も
お

元
気
で
す
。
現
在
１
５
０
人
程
の
方

が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

お
申
し
込
み
は
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
ご
興
味
の
あ
る
方
は

ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合

高
年
介
護
課

         

☎
57‒

５
２
０
０
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●ルアンパバーン市について
　ルアンパバーン市は、ラオス人民民主共和国のルアンパバーン県に位置し、
かつてはランサン王国（14世紀-18世紀）の王都でした。
　市内には、1560年にセティラート王によって王家の菩提寺として建立された美しいワット・
シェントーンをはじめとする寺院が立ち並び、その美しい町並みは、歴史的・文化的遺跡保護
の観点から、1995年にユネスコ世界文化遺産に登録されました。
　現在でも僧侶による托鉢が毎朝行われています。
　2018年４月15日、郡から市に昇格。人口は約８万６千人。

高山市と交流の
ある海外都市
シリーズ ❼

ルアンパバーン市
（ラオス人民民主共和国）

●これまでの交流・経緯
　平成28年２月
　JICA（独立行政法人国際協力機構）の招へいにより、ルアンパバーン県副知事を
はじめとする行政関係者らが来訪し、当市の町並み保全や観光振興策を視察しま
した。それ以降、JICAが行うルアンパバーン地域開発情報収集・確認調査事業に
当市も参画し、ルアンパバーンに対する理解を深める中で、ルアンパバーン郡（当
時）との交流のあり方について協議を重ねてきました。
　平成28年８月
　國島市長がルアンパバーン郡（当時）を訪問し、ルアンパバーン郡長との間で、
両都市が、観光、文化財保護、農業、伝統工芸、防災などの分野における協力交
流を進めることについて意見交換し、確認書を取り交わしました。その後、JICA
と連携して両都市の各分野における人材交流や生活環境改善に関する取り組みを
進めてきました。
　平成30年８月、平成31年２月
　ルアンパバーン県知事やルアンパバーン市長などが来訪し、高山市における住
民参加型の町並み保全や環境に配慮した観光振興の取り組みについて、古い町並
や乗鞍岳などを視察するとともに、関係者との意見交換を実施しました。

　 問合  海外戦略課　☎35-3346

●今後の予定
　今後、約２年間にわたり、JICAによる
ルアンパバーン世界遺産の持続可能な管
理能力向上プロジェクトに当市も参画し、
町並み保全や観光振興に関する技術協力
を行うなかで、ルアンパバーン市との協
力交流を進める予定です。世界遺産地区
の保全・維持管理については、町並保存
に関する専門家の派遣やラオスの行政官・
住民代表等の視察受け入れ、また世界遺
産地区内「ため池」における水質浄化の実
証実験に関する協力等を予定しています。
　また、地域の振興については、特産品
の高付加価値化や販路開拓のため、陶芸
や地酒に関する専門家の派遣やラオスの
行政官・事業者の視察受け入れ、また郊
外地域の観光・農業振興のため、高山市
の事例紹介の協力等を行う予定です。

ラオス人民民主共和国ラオス人民民主共和国

●●ルアンパバーンルアンパバーン

高山市内視察のようす

ルアンパバーンでの陶器製造のようす ルアンパバーンのため池
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飛
驒
山
脈
の
西
方
に
あ
る
丹
生
川

町
日
面
の
飛
驒
大
鍾
乳
洞
は
、
観

光
鍾
乳
洞
で
は
日
本
一
高
い
標
高
約

９
０
０
ｍ
の
所
に
あ
り
ま
す
。
国
内

で
も
数
少
な
い
、
ね
じ
れ
て
垂
れ
た

鍾
乳
石「
ヘ
リ
ク
タ
イ
ト
」が
多
数
見

ら
れ
貴
重
な
場
所
で
す
。

　

鍾
乳
洞
は
、
サ
ン
ゴ
礁
を
起
源
と

す
る
石
灰
岩
が
雨
水
や
地
下
水
に

よ
っ
て
溶
か
さ
れ
て
出
来
た
洞
窟
で

す
。
洞
内
に
は
鍾
乳
石
な
ど
が
長
い

年
月
を
か
け
て
形
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ド
リ
ー
ネ
と
呼
ば
れ
る

地
表
の
窪
地
も
あ
り
、
そ
の
多
く
は

竪
穴
を
通
じ
て
鍾
乳
洞
へ
繋
が
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
ド
リ
ー
ネ
へ
動
物
が

落
ち
、
化
石
と
し
て
発
見
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
飛
驒
大
鍾
乳
洞

で
も
、
新
生
代
第
四
紀
更
新
世（
約

２
５
０
万
〜
１
万
年
前
）の
哺
乳
類

化
石
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

周
辺
の
石
灰
岩
か
ら
は
、
ウ
ミ
ユ

リ（
ヒ
ト
デ
や
ウ
ニ
の
仲
間
）や
フ
ズ

リ
ナ（
ら
せ
ん
状
の
殻
を
持
つ
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
の
仲
間
）（
写
真
）や
サ
ン

ゴ
類
等
の
化
石
が
産
出
し
ま
す
。
そ

れ
ら
の
年
代
を
調
べ
る
と
、
古
生
代

ペ
ル
ム
紀
前
期（
約
２
億
７
千
万
年

前
）で
、
サ
ン
ゴ
礁
の
海
に
生
息
し
て

い
た
生
物
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
共
に
産
す
る
腕
足
類（
二
枚

貝
に
よ
く
似
た
軟
体
動
物
）を
調
べ

る
と
、
遠
く
離
れ
た
北
米
の
テ
キ
サ

ス
州
西
部
と
同
じ
種
類
が
産
出
す
る

事
が
分
か
り
ま
し
た
。
な
ぜ
で
し
ょ

う
か
。
こ
の
付
近
の
地
質
は
、
美
濃

帯
と
呼
ば
れ
る
広
大
な
地
質
帯
の
一

部
で
、
海
洋
プ
レ
ー
ト（
海
底
の
土
台

に
な
る
岩
盤
）に
堆
積
し
た
も
の
が
、

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
へ
の
沈
み
込
み
に

伴
っ
て
大
陸
縁
に
押
し
つ
け
ら
れ
、

そ
の
後
隆
起
し
て
き
た
地
層
な
の
で

す
。

　

日
面
周
辺
の
石
灰
岩
は
、
現
在
の

北
米
西
海
岸
沖
で
海
底
に
堆
積
し
、

プ
レ
ー
ト
の
動
き
に
乗
っ
て
太
平
洋

を
横
断
し
、
日
本
列
島
の
一
部
に

な
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

    （
飛
驒
地
学
研
究
会　

三
宅
幸
雄
）

「山の日」
自然公園ガイドツアー
　国民の祝日「山の日（8月11日）」の理念である「山に親しむ機
会を得て、地域の自然資源としての山の魅力に気づき、山の恩
恵に感謝する」ことを推進するため、自然公園ガイドツアーを
開催します。
　ぜひこの機会に、身近にある雄大な自然に触れ、山の恵みを
実感してみませんか。

申込
 
各コース開催日の10日

前までに郵送・FAX・MAIL（住所、氏名
（よみがな）、年齢、電話番号、参
加希望コース番号、小中学生は
学校名と学年を明記）
問合  環境政策推進課
☎35-3533　FAX35-3169
Mail:kankyouseisaku@city.  
　　  takayama.lg.jp
広報ID 1008547

№ コ　ー　ス 開催日 定員 対　象 備　考

① 乗鞍岳市民ガイドツアー
剣ヶ峰登山 8月31日㈯ 20人 小学3年生以上の市民

小中学生は保護者同伴
畳平から剣ヶ峰を
目指します。

② 乗鞍岳市民ガイドツアー
畳平周辺散策 8月31日㈯ 20人 小学生以上の市民

小中学生は保護者同伴
畳平周辺のお花畑
などを散策します。

③ 乗鞍山麓五色ヶ原の森
市民ガイドツアー 9月28日㈯ 40人 小学4年生以上の市民

小中学生は保護者同伴
シラビソショートコー
スを巡ります（有料）。

④
秋の一之宮
川
かお れ だ け

上岳登山ツアー
10月26日㈯ 20人 小学3年生以上の市民

小中学生は保護者同伴
ツメタ谷林道終点から
川上岳を目指します。

　飛驒山脈ジオパーク推進協議会では、多
くの方に飛驒山脈ジオパーク構想を知って
いただくとともに、親しみを感じていただ
くことを目的にロゴマークを募集します。
募集作品　飛驒山脈ジオパーク構想のロゴ
　　　　　 マーク
応募条件　どなたでも
応募方法　 応募用紙に必要事項を記入のう

え、ロゴマークをデザインした
A4サイズの用紙を添付し、9月
30日㈪までに窓口・郵送・MAIL

             応募用紙は飛驒山脈ジオパーク推  
　　　　　進協議会事務局で配布している
　　　　　ほか、HPからもダウンロードで
　　　　　きます。
入賞作品　優秀賞1点、会長賞5点
※詳細はホームページをご覧ください。
問合  飛驒山脈ジオパーク推進協議会
　　　☎・FAX 0578-84-0038
         Mail:info＠hidageo.com
         広報ID 1011141

飛
驒
大
鍾
乳
洞
の
ル
ー
ツ

飛
驒
山
脈
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想

ジ
オ
サ
イ
ト（
第
20
章
）

飛
驒
山
脈
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進

協
議
会

☎
０
５
７
８‒

８
４‒

０
０
３
８

問
合

飛驒山脈ジオパーク構想
ロゴマーク募集



9
2019.８.１

飛驒高山文化芸術祭こだま～れ2019　インフォメーション
実行委員会プロジェクト
問合  実行委員会事務局（生涯学習課内）
        ☎35-3155　FAX35-3414
        Mail:shougaigakushuu@city.takayama.lg.jp

●絵画展
　市が所有する絵画の巡回展示を行います。あわせて、令
和の墨書も展示します。
①8月29日㈭～ 10月8日㈫  飛驒位山文化交流館（一之宮町）
②8月29日㈭～ 9月4日㈬  虹流館くぐの（久々野町無数河）
●短歌に触れるフリーペーパー「ごな」投稿作品募集
　「令和飛驒万葉」プロジェクトで発行するフリーペーパー
「ごな」の投稿作品（短歌）を募集しています。
テーマ 「家族」
申込  8月20日㈫までに郵送・FAX・MAIL（氏名（ペンネー ム可）、
　　  住所、電話番号、作品を明記）
※実行委員会が選んだ作品をフリーペーパーに掲載します。

 市民応援プロジェクト
●チャン・ビン二胡コンサート
　二胡奏者チャン・ビンが贈る特別
な演奏会です。
日時  8月12日（月・休）　16:00～17:00
場所  飛驒高山まちの博物館酒蔵ホール
        （上一之町）
問合  飛驒・世界生活文化センター指定管理者飛驒コンソー
　　　シアム　☎37-6111
●岩田守弘ワークショップ事業
　バレエの世界的第一人者である岩

いわ

田
た

守
もり

弘
ひろ

さんを講師に迎
えたワークショップを実施します。
日時  8月18日㈰　13:30～ 19:00
場所  市民文化会館（昭和町1）
問合  一般社団法人高山市文化協会　☎34-6550

 市民提案プロジェクト
●みんなで歌おう！飛驒高山応援ソング‶ほほえみの街角”
　2017年に完成した飛驒高山応援ソング“ほほえみの街角”
をさらに広めるために作詞作曲者上

うえ

田
だ

正
まさ

樹
き

さんを迎え松倉
中有志とともにコンサートを開催します。
日時  8月3日㈯  16:00～ 18:00（予定）
場所  市民文化会館（昭和町1）
入場料  無料
問合  飛驒高山応援ソング”ほほえみの街角”を広めよう！
　　  実行委員会　☎090-1058-9632（池村）
●ヴァイオリン×ギター×日本舞踊ユニット「弦舞」
　ワークショップ
　舞踊家の花

はな

柳
やぎ

琴
こと

臣
おみ

さんによる体験型ワークショップ（①音
楽と所作＆歌舞伎立ち回り体験、②歌舞伎化粧体験）を開催
します。
日時  8月4日㈰　①11：00～12：30　②14：00～16：00
場所  ウッドフォーラム飛驒（清見町三日町）
問合  ひだ和心を伝える会　☎050-3557-9607
●Sarubobo Fes 2019
　飛驒出身の作家・アーティストの活躍の場の提供、飛驒の
文化芸術を身近に感じられる場所の提供、作家が一丸となり
飛驒を盛り上げるイベントの提供を目的に、「さるぼぼ」を用
いた「インスタ映え」する地産芸術の祭典を実施します。
日時  8月11日（日・祝）　10:00～18:00
場所  飛驒高山まちの体験交流館（上一之町）
問合  ゴキゲンエンターテイメント  ☎080-3660-7124（竹本）
●農山村地域の文化的景観の継承を考える
　四季を通じて移ろう美しい文化的景観を散策しながら楽し
みましょう。
日時  8月25日㈰　10:00～ 12:00
場所  丹生川支所（集合）
※参加無料、申込不要
問合

 
県建築士会飛驒支部　☎34-3076（仲）

●子どもの未知なる可能性を見つけよう
　飛驒高山の豊かな自然の中で、子どもたちがチームとなって
木や石、土を利用した芸術作品を創作するキャンプを開催します。
期日  8月17日㈯、18日㈰
場所  一色の森キャンプ場（荘川町一色）
問合  公益社団法人高山青年会議所　☎080-2668-4280（橋場）
●廣田俊司ピアノリサイタル
　高山市出身の世界的ピアニスト廣

ひろ

田
た

俊
しゅん

司
じ

さんのピアノリ
サイタルを実施します。
日時  8月24日㈯　18：30開演（18：00開場）
場所  市民文化会館（昭和町1）
問合  廣田俊司ピアノリサイタル実行委員会　☎33-2377（廣田）
●高山ナイトアートマーケット
　作家の作品を展示販売するナイトアートブースと、幻想
的な灯りの芸術空間をお楽しみください。
期日  8月31日㈯～ 9月1日㈰
場所  上二之町
問合  上二之町町内会　☎32-0021（二木）
●イタリア弦楽器職人がこっそり教えるバイオリンの秘密

　第1回飛驒高山文化芸術祭で弦楽器
製作を手掛けたイタリア弦楽器職人リッ
カルド・ベルゴンツィさんと、ベルゴ
ンツィさんの工房で弦楽器製作をして
いる安

やす

田
だ

高
たか

士
し

さんをお招きし、クレモ
ナにおける弦楽器の歴史やバイオリン
の作り方、音ができる仕組みなど、普
段なかなか知ることのできないバイオ
リンの魅力と秘密をお話いただきます。

日時  9月7日㈯　14:00～ 16:00
場所  飛驒・世界生活文化センター（千島町）
定員  120人（超えた場合は抽選）　参加料  無料
申込  8月19日㈪までに TEL・MAIL（住所、氏名、電話番号、
　　　観覧希望人数（5人まで）を明記）
※申込者全員に抽選結果をお知らせします（8月下旬）。
問合

 
海外戦略課　☎35-3346　Mail:osd@city.takayama.lg.jp
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夏夏
のの
イ
ベ
ン
ト
情
報

イ
ベ
ン
ト
情
報

飛
驒
の
里
８
月
の
イ
ベ
ン
ト

●
夏
休
み
わ
く
わ
く
里
め
ぐ
り

　

縁
日
や
宝
探
し
、
手
焼
き
せ
ん
べ

い
な
ど
お
子
様
向
け
体
験
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

期
間

８
月
25
日
㈰
ま
で

●
七
夕
飾
り

　

里
内
に
七
夕
飾
り
、
川
床
飾
り
を

し
ま
す
。
短
冊
を
用
意
し
て
い
ま
す

の
で
、
願
い
事
を
書
い
て
笹
に
付
け

て
い
た
だ
け
ま
す
。

期
間

８
月
７
日
㈬
ま
で

場
所

飛
驒
の
里（
上
岡
本
町
１
）

※
市
民
の
方
は
市
内
在
住
が
確
認
で

　

き
る
も
の
を
窓
口
で
提
示
す
る
と

　

入
館
無
料
で
す
。

問
合

飛
驒
民
俗
村

　
　
　

☎
34‒

４
７
１
１

ア
ル
コ
ピ
ア
ひ
ま
わ
り
園

　

ゲ
レ
ン
デ
が
約
20
万
本
の
ひ
ま
わ

り
で
黄
色
く
染
ま
り
ま
す
。

期
間

８
月
３
日
㈯
〜
15
日
㈭

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所

ひ
だ
舟
山
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
ア

　
　
　

ル
コ
ピ
ア（
久
々
野
町
無
数
河
）

問
合

ひ
だ
桃
源
郷
く
ぐ
の
観
光
協
会

         

☎
52‒

２
２
７
０

に
ゅ
う
か
わ
夏
ま
つ
り

　

各
種
バ
ザ
ー
や
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
、
花
火
の
打
ち
上
げ
が
あ
り
ま
す
。

期
日

８
月
３
日
㈯

時
間

午
後
６
時
〜
９
時
30
分

場
所

丹
生
川
支
所
前
駐
車
場

　
　
　
（
丹
生
川
町
坊
方
）

問
合

丹
生
川
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

         

☎
78‒
２
４
６
８

令
和
元
年
記
念　

第
36
回
飛

驒
高
山
手
筒
花
火
打
ち
上
げ

　

轟
音
の
中
、
火
の
粉
を
全
身
に
浴

び
な
が
ら
打
ち
上
げ
る
勇
壮
な
花
火

で
す
。

期
日

８
月
９
日
㈮

時
間

午
後
７
時
〜
９
時

　
　
　
（
午
後
７
時
30
分
〜
打
上
げ
）

場
所

宮
川
弥
生
橋
下
流

問
合

高
山
商
工
会
議
所

         

☎
32‒

０
３
８
０

朝
日
ふ
る
さ
と
夏
祭
り

　

日
中
は
ち
び
っ
子
相
撲
大
会
、
夜

は
盆
踊
り
や
レ
ゲ
エ
の
ダ
ン
ス
、
抽

選
会
、
花
火
大
会
を
行
う
ほ
か
、
各

種
バ
ザ
ー
も
あ
り
ま
す
。

期
日

８
月
10
日
㈯

時
間

正
午
〜
午
後
９
時

場
所

道
の
駅
ひ
だ
朝
日
村（
朝
日
町
万
石
）

第
28
回
ロ
ー
ラ
ー
ス
キ
ー

み
や
大
会

　

町
内
に
設
け
ら
れ
た
３
〜
10
㎞
の

コ
ー
ス
に
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
小
学

生
か
ら
大
人
ま
で
の
選
手
が
挑
み
ま

す
。

　

沿
道
で
の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
日

８
月
11
日（
日・祝
）

時
間

午
前
８
時
30
分
〜
11
時

場
所

一
之
宮
町
内
特
設
コ
ー
ス

※
午
前
７
時
か
ら
町
内
一
部
で
交
通

　

規
制
が
あ
り
ま
す
。

問
合

大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

　
　
　

☎
53‒

３
２
１
０

第
38
回
飛
驒
高
山
陣
屋
前
夜
市

　

陣
屋
前
朝
市
組
合
に
よ
る
出
店
や

飛
驒
の
民
芸
品「
有
道
し
ゃ
く
し
」「
小

屋
名
し
ょ
う
け
」「
飛
驒
さ
し
こ
」「
絵

馬
」の
実
演
も
見
ら
れ
ま
す
。
夜
店
や

日
替
わ
り
ス
テ
ー
ジ
、
ち
び
っ
こ
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

期
間

８
月
11
日（
日・祝
）〜
13
日
㈫

時
間

午
後
７
時
〜
９
時

場
所

高
山
陣
屋
前
広
場（
八
軒
町
１
）

問
合

飛
驒
・
高
山
観
光
コ
ン
ベ
ン

　
　
　

シ
ョ
ン
協
会

　
　
　

☎
36‒

１
０
１
１

飛
驒
一
之
宮
納
涼
夏
祭
り

　

盆
踊
り
や
お
化
け
屋
敷
、
各
種
バ

ザ
ー
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

期
日

８
月
14
日
㈬

時
間

午
後
６
時
〜
９
時

場
所

一
之
宮
支
所
前（
一
之
宮
町
）

問
合

一
之
宮
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　
　
　

☎
53‒

２
４
２
４

陣
屋
盆
踊
り

　

江
戸
時
代
か
ら
続
く
陣
屋
前
広
場

の
盆
踊
り
で
す
。
参
加
自
由
で
す
。

普
段
着
で
か
ま
い
ま
せ
ん
。
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
日

８
月
14
日
㈬
、
15
日
㈭

時
間

午
後
７
時
〜
９
時

場
所

高
山
陣
屋
前
広
場（
八
軒
町
１
）

問
合

高
山
音
頭
会

　
　
　

☎
33‒

６
３
３
２

ひ
だ
桃
源
郷
く
ぐ
の

納
涼
夏
ま
つ
り

　

久
々
野
地
域
の
夏
の
風
物
詩
で
あ

る
ひ
だ
桃
源
郷
く
ぐ
の
納
涼
夏
ま
つ

り
を
開
催
し
ま
す
。
高
原
に
こ
だ
ま

す
る
大
迫
力
の
花
火
や
盆
踊
り
、
バ

ザ
ー
な
ど
ご
家
族
で
お
楽
し
み
い
た

だ
け
ま
す（
花
火
は
午
後
８
時
30
分

〜
）。

期
日

８
月
15
日
㈭

時
間

午
後
６
時
〜
10
時

場
所

虹
流
館
く
ぐ
の
前

　
　
　
（
久
々
野
町
無
数
河
）

問
合

ひ
だ
桃
源
郷
く
ぐ
の
観
光
協
会

         

☎
52‒

２
２
７
０

き
よ
み
夏
祭
り
２
０
１
９

　

盆
踊
り
や
打
ち
上
げ
花
火
の
ほ
か
、

チ
ア
ダ
ン
ス
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
や
飲
食
・
遊
戯
コ
ー
ナ
ー
が
あ

り
ま
す
。

期
日

８
月
17
日
㈯

時
間

午
後
５
時
〜
９
時

場
所

ウ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ラ
ム
飛
驒

　
　
　
（
清
見
町
三
日
町
）

問
合

ひ
だ
清
見
イ
ベ
ン
ト
推
進
実

　
　
　

行
委
員
会

　
　
　

☎
77‒

９
５
１
６

ふ
る
さ
と
夏
祭
り
in
国
府

　

各
種
バ
ザ
ー
や
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
、
キ
ッ
ズ
お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー
の

ほ
か
、
花
火
の
打
ち
上
げ
が
あ
り
ま

す
。

期
日

８
月
17
日
㈯

時
間

午
後
２
時
〜
８
時
30
分

場
所

福
祉
の
里
芝
生
広
場
・
屋
内

　
　
　

運
動
場（
国
府
町
木
曽
垣
内
）

問
合

国
府
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　
　
　

☎
72‒

４
４
８
０

問
合

朝
日
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　
　
　

☎
77‒

９
４
６
７
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高
山
陣
屋
歴
史
教
室
の
夕
べ

　

夜
の
高
山
陣
屋
を
体
験
す
る
貴
重
な

催
し
で
す
。
今
年
は「
豊
田
郡
代
が
み

た
高
山
の
盆
踊
り
」と
題
し
て
、「
豊
田

友
直
日
記
」を
講
読
す
る
研
究
会
メ
ン

バ
ー
が
成
果
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

期
日

８
月
20
日
㈫

時
間

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

場
所

高
山
陣
屋（
八
軒
町
１
）

定
員

50
人（
先
着
順
）

参
加
料

無
料（
入
館
料
も
不
要
）

申
込

８
月
16
日
㈮
午
後
５
時
ま
で

　
　
　

に
TEL
・
FAX
（
氏
名
、電
話
番
号
、

　
　
　

参
加
人
数
を
明
記
）

問
合

高
山
陣
屋
管
理
事
務
所

　
　
　

☎
32‒

０
６
４
３

　
　
　

℻  
32‒

０
６
１
２

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
夏
祭
り

　

ホ
ー
ム
の
利
用
者
が
地
域
の
方
と

一
緒
に
ふ
れ
あ
う
夏
ま
つ
り
で
す
。

　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ス
テ
ー
ジ
や
盆
踊

り
、
各
種
バ
ザ
ー
、
無
料
の
ゆ
か
た

着
付
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

期
日

８
月
18
日
㈰

時
間

午
後
３
時
〜
９
時

場
所

花
里
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド（
花
里
町
１
）

問
合

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
　
　

☎
32ｰ

０
３
９
４

平
湯
温
泉
猿え

ん

満ま
ん

ま
つ
り

　

奥
飛
驒
温
泉
郷
の
中
で
最
も
古
い

歴
史
を
持
つ
平
湯
温
泉
。
戦
国
時
代
に

疲
労
と
毒
霧
で
動
け
な
く
な
っ
て
い

た
武
士
が
、
白
猿
に
よ
っ
て
導
か
れ

た
温
泉
で
元
気
を
取
り
戻
し
た
と
い

う
伝
説
に
ち
な
み
開
催
し
て
い
ま
す
。

期
間

８
月
２
日
㈮
ま
で

時
間

午
後
８
時
〜

場
所

平
湯
神
社（
奥
飛
驒
温
泉
郷
平
湯
）

問
合

平
湯
温
泉
観
光
案
内
所

　
　
　

☎
０
５
７
８‒

89‒

３
０
３
０

福
地
温
泉
夏
ま
つ
り

　

市
の
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る
獅
子
舞「
へ
ん
べ
と
り
」を
毎
晩

実
演
し
ま
す
。

期
間

８
月
25
日
㈰
ま
で

時
間

午
後
８
時
30
分
〜

場
所

昔
ば
な
し
の
里

　
　
　
（
奥
飛
驒
温
泉
郷
福
地
）

問
合

奥
飛
驒
温
泉
郷
観
光
協
会

　
　
　
☎
０
５
７
８‒

89‒

２
６
１
４

新
平
湯
温
泉

「
奥
飛
驒
・
夏
物
語
」

　

絵
馬
市
や
伝
統
芸
能
の
実
演
が
あ

り
ま
す
。

期
間

８
月
９
日
㈮
〜
17
日
㈯

時
間

午
後
８
時
30
分
〜

場
所

神
明
神
社

　
　
　
（
奥
飛
驒
温
泉
郷
一
重
ヶ
根
）

問
合

奥
飛
驒
温
泉
郷
観
光
協
会

　
　
　

☎
０
５
７
８‒

89‒

２
６
１
４

飛
驒
高
山
砂
金
採
り
選
手
権

大
会

　

ゴ
ー
ル
ド
パ
ン
を
使
っ
て
砂
の
中

か
ら
砂
金
を
探
す
速
さ
を
競
う
大
会

で
す
。

　
一
般
部
門
と
ジ
ュ
ニ
ア
部
門（
中
学
生

以
下
）、
親
子
ペ
ア
部
門
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、優
勝
者
を
予
想
す
る
砂
金
ダ
ー

ビ
ー
や
砂
金
グ
ッ
ズ
の
当
た
る
ゲ
ー
ム

も
あ
り
ま
す
。

期
日

９
月
15
日
㈰

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
　
　
（
受
付
は
午
前
９
時
よ
り
）

場
所

道
の
駅
パ
ス
カ
ル
清
見

　
　
　
（
清
見
町
大
原
）

参
加
料

一
般
部
門
１
，２
０
０
円
、ジ
ュ

　
　
　

ニ
ア
部
門
７
０
０
円
、
親
子

　
　
　

ペ
ア
部
門
１
，０
０
０
円

申
込

９
月
14
日
㈯
の
午
前
中
ま
で
に

　
　
　

TEL
・
MAIL（
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、

　
　
　

電
話
番
号
、
参
加
部
門
を
明

　
　
　

記
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り

問
合

お
っ
ぱ
ら
夢
組
合

　
　
　

☎
０
５
７
６‒

69‒

２
４
５
５

M
ail:info@

hidayum
e.com

　子どもたちの科学に対する関
心を高め、さらに「ものづくり」を
通じて職業意識を育成すること
を目的として開催します。
　科学体験や科学実験ショーな
ど、さまざまな体験を用意してい
ます。参加無料、事前申込不要で
す。ぜひご参加ください。
日時 8月9日㈮  9：00～12：00
※11：00までに入場してください
場所 高山工業高等学校体育館
　　　（千島町）
対象 市内小学3年生～
         中学３年生
問合 生涯学習課 ☎35-3155
※この事業は「企業版ふるさと
　納税」を活用して実施してい
　ます。
寄附企業：株式会社十六銀行、
株式会社近畿日本ツーリスト中部

「消防感謝祭」
第68回岐阜県消防操法大会
　各地の予選を勝ち抜いてきた県下28消防
協会29隊による県消防操法大会が開催され
ます。高山市からは市大会で優勝した丹生川
支団白井班と準優勝の高山支団八幡班が出場
します。
　会場では、バザーも出店されます。ぜひご
来場いただき、消防団員の日ごろの訓練の成
果をご覧ください。
日時 8月4日㈰　8：00～17：00
場所 飛驒エアパーク（丹生川町北方）
問合 消防総務課　☎34-3792

傘をごみとして出すときの
お願い
　市では、循環型社会形成の推進に取り組
んでおり、市民の皆さまにもごみの分別に
ご協力いただいています。
　現在、傘は不燃ごみとしてそのまま出し
ていただいていますが、骨組みと生地を分
けることで、金属のリサイクル率が向上しま
す。
　カッターを使って簡単に取り外しできるビ
ニール傘などについては、分別して出して
いただくようご協力をお願いします。
　なお、外した生地は可燃ごみ、骨組みは
不燃ごみとして出してください。
※現在、世界中でプラスチックごみの削減に
　向けて取り組みが進められています。まだ
　使える傘などをすぐ「ごみ」にせず、できる
　だけ長く大切に使用するようご協力をお
　願いします。
問合 資源リサイクルセンター  ☎35-1244

①傘の先の生地をカッター
   などで切ります

②そのまま持ち手の方に
   引き抜きます

③外した生地は可燃ごみ、
　骨組みは不燃ごみへ

子ども夢創造事業
科学ひろば科学ひろば
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毎月第3日曜日は家庭の日です
家族との会話を大切にし、わが家の約束づくりに努めましょう

休日診療のお知らせ
診療名 対象となる方 期　日 受付時間 持ち物 場　所

医科診療 休日に急病になった方
4㈰・11（日・祝）・
12（月・休）・18㈰・
25㈰

8：30～11：30
13：00～14：30 健康保険証

医療受給者証（受給者のみ）
フッ素塗布：1,080円

高山市休日診療所
（市保健センター内）

☎35‒3175歯科診療
日曜日に歯が痛くなった方
小児のフッ素塗布希望の方

4㈰・11（日・祝）・
18㈰・25㈰ 8：30～11：30

●休日・夜間などの急病の場合、受診できる医療機関を知りたいときは高山地域救急医療情報センターまで電話してください〔☎０５７７‒３４‒３７９９〕
●高山市民の方は、看護師や医師などに24時間365日、電話で医療相談ができます（通話料・相談料無料、携帯電話使用可） 〔☎０１２０‒５４‒７８３０〕

問合  医療課  ☎35‒31778月

国民健康保険
限度額適用認定証の更新時期です
　限度額適用認定証の有効期限は毎年7月31日です。
　この認定証を医療機関などの窓口で提示すること
で、高額な外来診療や入院などの医療費の支払いが自
己負担限度額までとなります。
　8月以降も高額な医療を受ける予定で認定証が必要
な方は、申請手続きをお願いします。
※保険料の滞納がある世帯には発行できません。
※認定証は、申請月の1日から有効です。
受付場所
　市民課②番窓口・各支所地域振興課
　平日　8:30～ 17:15
申請に必要なもの
　①対象者の保険証
　②世帯主の印鑑（朱肉を押すもの）
　③申請者の本人確認書類（免許証など）
　④世帯主と対象者のマイナンバー確認書類
　⑤住民税非課税世帯で過去1年間の入院日数が90
　　日を超える場合は、入院日数が確認できる医療機
　　関発行の領収書または証明書（食事代が安くなる
　　制度を利用するための手続きです）
代理人が申請する場合
上記①～⑤のほか、
　⑥委任状（同一世帯以外の人が申請する場合）

問合  市民課　☎35-3003

期 日 時　間 場　　所

17日㈯ 10:00～16:00 ピュア高山（西之一色町3）

18日㈰ 9:30～16:00 ルビットタウン高山店
（岡本町3）

　駐車場が少ない会
場もありますのでご
注意ください。
　なお、両会場とも
400㎖ 限定の献血で
す。
問合  福祉課
　　  ☎35-3356

8月の献血●高山赤十字病院
●久美愛厚生病院
休診のお知らせ
休診日 8月15日㈭

※終日休診します。なお、救急の患者
　さんの受け入れは行います。
問合  高山赤十字病院　☎32-1111
　　　久美愛厚生病院　☎32-1115

胃内視鏡検査の追加募集
検診内容　経鼻内視鏡検査：内視鏡を鼻から挿入して、胃
　　　　　の検査をします。
検査期間　9月6日㈮～8日㈰
時間帯　検査時間は午前～夕方まで実施します
　　　　（あらかじめ文書で個別にご案内します）
対象　市内在住の 40歳以上75歳未満（昭和20年4月1
　　　日～昭和55年3月31日生）で、下記のいずれかに
　　　該当される方
　　　①バリウムのアレルギー等により、胃部エックス線
　　　　検査で体調が悪くなったことがある方
　　　②食事や飲水でひどくむせる方や過去にバリウムを
　　　　誤

ご

嚥
えん

したことがある方
　　　③高度な難聴や筋力低下、関節疾患等で胃部エック
　　　　ス線検査時の姿勢保持が難しい方
　　　④体重が 120kg以上ある方
　　　　※ただし、以下の方は対象となりません。
　　　①妊娠中の方
　　　②胃の病気で治療中の方、胃全切除後の方
　　　③その他、医師が不適当と認めた方
定員　100人
場所　市保健センター（花岡町2）
料金　1,020円（70歳以上510円）
申込　8月9日㈮までにTEL

※受診される方には、8月下旬に問診票などをお送りし
　ます。

問合  健康推進課　☎35-3160
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問合先  健康推進課  ☎35‒3160くらしくらしと健康健康くらしくらしとと健康健康くらしと健康

●各教室や健診の所要時間は各案内文をご覧ください。
※①から③のいずれかの書類  ① 個人番号カード   ② 通知カード＋顔写真付き本人確認書類（運転免許証など）
　③ 通知カード＋顔写真のない公的書類（健康保険証、年金手帳など）を２つ以上

健
康
の
教
室
と
相
談

相談名 対象となる方 期日 受付時間 持ち物 場所

母子健康手帳交付 母子健康手帳の交付を受けていな
い妊婦

5
13：15～13：30 妊娠証明書（妊娠届出書）・上のお子さんの母

子健康手帳・個人番号確認書類※  

市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
35
―
３
１
６
０
）

19
妊婦教室（第1回） 出産予定が令和2年1月の妊婦 2 13：15～13：30 母子健康手帳

おかあさんと子どものファイルまたは妊婦ファ
イル
必要な方は飲み物　　

妊婦教室（第2回） 出産予定が令和元年12月の妊婦 9 13：15～13：30
妊婦教室（第3回） 出産予定が令和元年11月の妊婦 26 13：15～13：30
妊婦教室（第4回） 出産予定が令和元年10月の妊婦と夫 26 9：15～9：30

4 カ 月 児 健 診
平成3１年3月21日～3月31日生まれ 20

12：30～13：00
母子健康手帳・問診票（お子さんの成長の記録）
おかあさんと子どものファイルまたは子ども
ノート・バスタオル

平成3１年4月１日～4月10日生まれ 22
平成31年4月11日～4月20日生まれ 29

1 歳 6カ月児健診
平成30年1月1日～1月18日生まれ 6

12：30～13：30 母子健康手帳・問診票（お子さんの成長の記録）
おかあさんと子どものファイル平成30年1月19日～1月31日生まれ 23

2 歳 児 相 談
平成29年7月 1日～7月8日生まれ 2

9：15～9：45
母子健康手帳・問診票（お子さんの成長の記録）
おかあさんと子どものファイル
子ども用フォーク・お手ふき・お茶・歯ブラシ・コップ

平成29年7月9日～7月20日生まれ 23
平成29年7月21日～7月31日生まれ 30

3 歳 児 健 診
平成28年7月1日～7月15日生まれ 7

12：30～13：30
母子健康手帳・問診票（お子さんの成長の記録）
おかあさんと子どものファイル
目と耳の問診票・尿・歯ブラシ・コップ平成28年7月16日～7月31日生まれ 30

市 民 健 康 相 談 育児、食生活、生活習慣病などに
ついての悩みや相談ごとのある方

毎週月～金
（祝日を除く） 9：00～12：00

乳幼児の相談の方は母子健康手帳

市保健
センター

毎週木曜日    
（祝日を除く） 9：00～12：00 各支所

赤 ち ゃ ん 教 室

令和元年5月生まれ 29

9：30～11：30
※出入り自由

母子健康手帳
バスタオル

市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
35‒

３
１
６
０
）

平成31年3月生まれ 19
平成31年1月生まれ 9
平成30年11月生まれ 8
平成30年9月生まれ 5

　精神保健福祉士の相談では、こころの健康を目的とした、家庭や職場、
学校での人間関係の悩みも伺います。話すだけでも気持ちは軽くなりま
す。「病院に行くのは気がひける」「話を聴いてほしい」という方、また家
族の方による相談、電話による相談も可能です。お気軽にご相談ください。

こころの健康相談 予約が必要です。
（相談は無料で、秘密は厳守します）8月

内　容 相談日 場　　所 時　　間 予約・問合先

精神科医師に
よる相談 8月21日㈬ 市保健センター 13:30～15:30 飛驒保健所

☎３３－１１１１（内３１1）

精神保健福祉士
による相談 8月２7日㈫ 市保健センター 13:30～15:30 健康推進課

☎３５－３１６０（※）

※8月23日㈮までにご予約ください。

健康
ポイント
対象

◆肺がん検診（胸部レントゲン検査）および健康診査（39歳以下）も受けられます。
◆駐車場が少ない場所もありますのでご注意ください。
◆市国保以外の社会保険でも、左記会場で健診を受けられる場合があります。
　詳しくはご加入の健康保険にお尋ねください。

健診日 健診会場
8月1日 木 新宮町公民館（新宮町）
8月7日 水

市保健センター（花岡町2）8月 8日 木
8月 9日 金
8月 21日 水

辻ヶ森公民館（岡本町2）8月 22日 木
8月 23日 金
8月 27日 火

富士会館（下岡本町）
8月28日 水
8月 29日 木

高山厚生病院（山口町）
8月30日 金

特定健診会場・健診日一覧

高山地域

健診日 健診会場
8月28日 水

燦燦朝日館（朝日支所：万石） 
8月 29日 木

朝日地域

健診日 健診会場
8月21日 水

上宝保健センター(上宝町本郷）8月 22日 木
8月 23日 金

上宝・奥飛驒温泉郷地域

健診日 健診会場
8月1日 木 一之宮支所(一之宮町）

一之宮地域

健診日 健診会場
8月20日 火 荘川総合センター（新渕）

荘川地域

健診日 健診会場
8月30日 金 宇津江公民館（宇津江）

国府地域

各会場での受付実施時間は、午前8：00～10：30です。

8月・9月は健康づくりチャレンジ月間
　県では、県民の自主的な健康づくりのために、8月は食生活・
栄養の改善、9月は運動習慣の定着をテーマとして「健康づくり
チャレンジ月間」を設定しています。健康推進課（保健センター）
や各支所で「健康づくりチャレンジ月間取組シート」を配布してい
ます。この機会にぜひ健康づくりに取り組みましょう。
※１カ月間の取り組み後に専用ハガキで応募すると、抽選で景品が
　当たります。
※健康づくりチャレンジ月間の取り組みは、高山市健康ポイント  
　事業の対象にもなります。
詳しくは健康推進課 ☎35-3160にお問い合わせください。

健康
ポイント
対象
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大切な人権　あなたも考えてみませんか？ 　今月は「子ども」について
詳しくはHP〔1001321〕

お し ら せ
市税の休日納付窓口
　仕事の都合などにより、市県民税、固
定資産税・都市計画税、軽自動車税の
平日納付が困難な方を対象に、「休日
納付窓口」を開設します。
　当日は、納付に関する相談もお受け
しますので、この機会をぜひご利用く
ださい。
期日 8月11日（日・祝）　9:00～16:00
場所 税務課（本庁2階･花岡町2）
問合 税務課　☎35‒3504
         広報ID 1005841

クライミングウォール
利用者講習会
　ビッグアリーナにあるクライミング
ウォールの利用希望者を対象とした講
習会です。
対象 市内在住の高校生以上、または
　　　市内在勤の方
日時 8月22日㈭　19:00～21:30
　　  ※悪天候の場合は8月27日㈫
場所 ビッグアリーナ（中山町）
定員 15人（超えた場合は抽選）
参加料 1,000円（保険料）
申込   8月15日㈭までに窓口・TEL

問合 市体育協会（ビッグアリーナ内）
　　　☎34-3333

　高山市の未来を担う若者の門出を祝う「令和2年高山市新成人を祝うつど
い」を開催します。該当の方には、10月上旬（予定）に実行委員会から案内状
を送付します。
対象　平成11年4月2日から平成12年4月1日までに生まれた方で、次のいず
　　　れかに該当する方　　　
　　　⑴ 高山市民（住民登録がある方）
　　　⑵ 平成26年度に市内中学校等を卒業された方
　　　⑶ ⑴.⑵に該当せず、転校等の理由により、市内中学校等を卒業され
　　　　 ていない方のうち、参加を希望する方
　　　※市内中学校等を卒業された方で市外へ転出されている場合は、一回
　　　　目の転出先または市内にあるご実家に案内状を送付します。
開催日程
No 開催日 開催地区 開催時間 開催会場

1 令和2年
1月1日（水・祝）上宝・奥飛驒温泉郷 14：00～15：30 奥飛驒総合文化センター（奥飛驒温泉郷村上）

2
1月2日㈭

朝日・高根 13：00～15：30 燦燦朝日館（朝日町万石）
3 久々野 13：30～15：30 久々野公民館（久々野町久々野）
4 一之宮 13：30～15：30 一之宮公民館（一之宮町）
5 1月3日㈮ 国　府 13：30～15：30 こくふ交流センター（国府町広瀬町）
6

1月12日㈰

清　見 10：30～13：30 きよみ館（清見町三日町）
7 荘　川 11：30～14：00 荘川総合センター（荘川町新渕）
8 高山（日枝） 13：00～14：30 ホテルアソシア高山リゾート（越後町）
9 高山（松倉） 13：00～14：30 高山グリーンホテル（西之一色町2）
10 高山（中山） 13：30～15：00 高山フローラ（桐生町8）
11 高山（東山） 13：30～15：00 ひだホテルプラザ（花岡町2）
12 丹生川 14：00～16：00 丹生川文化ホール（丹生川町町方）

新成人を祝うつどい  －開催日程のお知らせ－

問合 生涯学習課  ☎35‒3155　広報ID 1007957

※終了時刻は予定です。開催会場が変更になる場合があります。

夏休みは子どもにとって楽しみがいっぱい。しかし、危険なこともたくさん
あります。子どもたちが事件・事故に巻き込まれないために、保護者の方も
子どもの行動などに十分に注意してください。
●海や河川での水遊びは、子どもから目を離さないようにしましょう。
●夜遊びや無断外泊は非行の原因となります。
●SNSなどネットを介して、知り合った人と会うのはとても危険です。
　フィルタリングの設定やネット利用について話し合いましょう。
●地域のみんなで子どもを見守りましょう。
　警察では「ながら見守り」の促進を図っています。

長い夏休みが終わったあとも注意が必要です。夏休みが終わると学校へ
行くのを嫌がったり、家出をしたりする子どもが出てきます。夏休み中で
も規則正しい生活をして、家の手伝いをさせたり、子どもとの約束を作っ
たりするなど、ルールを守ることを教えてあげることが大切です。

★夏休みが終わったあとも要注意！～不登校や家出する子どもたちが～

夏休みは危険がいっぱい！

2019.８

。

「ながら見守り」
ウォーキングや買い
物、犬の散歩など日常
生活のなかで子ども
を見守る視点で行う
ものです。

高山警察署からのお知らせ 問合 ☎32-0110
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情報情報ののひろばひろば 市役所の住所 〒506-8555  花岡町2-18
ホームページアドレス http://www.city.takayama.lg.jp/

営業時間　平日午前8時30分から午後5時15分（土・日曜日、祝日、年末年始（12月29日～1月3日）を除く）

◎図書館の8月特集コーナー
【一般】 夏祭りの思い出　【児童】 ヒヤッ！とする本

お し ら せ

 図書館からのお知らせ
○みんなの健康シリーズ第4回（入場無料・申込不要）
日時 8月19日㈪　19:00～20:50
場所  市図書館「煥章館」（馬場町2） 定員 100人
①災害時の健康・医療
講師 白

しろ

子
こ

隆
たか

志
し

さん（高山赤十字病院副院長）
②不眠症の理解と対応
講師 加

か

藤
とう

秀
ひで

明
あき

さん（特定医療法人生仁会須田病院院長）

○ふるさと講座「飛驒と野球」（入場無料・申込不要）
　「飛驒と野球」について、図書館の資料を活用してスタッフが
講義を行う、初心者向けの歴史講座です。
日時  8月10日㈯　14:00～15：00
場所  市図書館「煥章館」（馬場町2）　 定員 100人

○おはなし会スペシャル（入場無料・申込不要）
　季節に合わせた絵本の読み聞かせやペープサート（紙人形
劇）などを行います。おはなし会の後には、簡単な工作を行い
ます。

問合 市図書館「煥章館」 ☎32‒3096  FAX32‒3098
　　　Mail：library@library.takayama.gifu.jp

　８月は電気使用安全月間です。高
温多湿の夏場は感電や電気事故が多
くなりますので、身の回りの安全点検
をしましょう。
●傷んだ電線やコードを使わない
●電気製品にアース（接地線）を取
　り付ける
●漏電遮断器を取り付ける
●たこ足配線を
　しない  ほか

線を
ほか

電気は正しく使いましょう

問合 中部電気保安協会高山営業所
　　　☎33‒4645

市営墓地はみなさんで管理を
　市営墓地は使用者のみなさんで管
理いただく墓地です。各自で掃除し、ゴ
ミなどは必ず持ち帰りましょう。
　また、線香やロウソクの火の取り扱
いには十分注意しましょう。
　駐車場のない市営墓地
には、車でのお墓参りは
ご遠慮ください。

問合 管財課　☎35-3135

ブロック塀等対策PR活動
～職員がチラシ配布にお伺いします～
　市では、災害時に倒壊の恐れのあるブ
ロック塀等の撤去工事や板塀・生け垣の
設置工事に対する助成を行っています。
秋ごろにかけて、職員証を携帯した市職
員がお伺いし、これらの助成制度を記載
したチラシを配布するPR活動を行いま
す。ご理解とご協力をお願いします。
問合  建築住宅課　☎35-3159

大規模開発構想届の縦覧
開発事業者  崇教真光
　　　　 代表役員　佐

さ

々
さ

木
き

孝
たか

則
のり

事業名  （仮称）崇教真光世界総本山緑
　　　地整備計画
内容  庭園用地造成
場所  上岡本町6丁目83番1 外76筆
開発面積  45,624.00㎡
閲覧場所  建築住宅課（本庁3階）
閲覧期間  8月15日㈭まで
意見書提出期限  8月22日㈭
問合  建築住宅課　☎35-3159

はじめよう！『仕事　休
やす

もっ化
か

』計画
　～仕事はチームで行い、休みやすい職場環境に～
　労働基準法が改正され、年5日間の年次有給休暇を確実に取得させることが必
要となりました。まずは、年次有給休暇を土日、夏季休暇と組み合わせて連続休
暇にしましょう。　      問合  岐阜労働局雇用環境・均等室　☎058-245-1550

日　　時 場　　所

8月17日㈯ 10:30～11:30 市図書館上宝分館（上宝町本郷）

8月23日㈮ 10:00～11:00 市図書館朝日分館（朝日町万石）

募集

審査　一次審査（写真）：８月23日㈮　二次審査（現地）：８月29日㈭
応募資格　市内の団体・企業・個人の方が取り組む花壇やプランターなどの花飾り
応募方法　協働推進課（本庁３階）、各支所地域振興課にある応募用紙に必要事
　　　　　項を記入のうえ、カラー写真を添えて８月20日㈫までに窓口・郵送
　　　　　＊メールなどデータ送信は不可です。

　市民憲章推進協議会では、「花いっぱい運動」の一環として、フラワー
コンクールを行います。

問合 市民憲章推進協議会（協働推進課内）　☎35‒3412

平成31年度 フラワーコンクール

○市営空町駐車場の特定日8月11日
　通常、市図書館「煥章館」をご利用の方には、2時間まで
の無料処理を行いますが、8月11日（日・祝）は午後5時まで
無料処理を行いません（午後5時入庫分より行います）。ご
理解とご協力をお願いします。
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火災の発生場所や状況は電話でもご確認いただけます
消防情報の電話案内　☎0180-995-911

募　　　集
ホストファミリー募集
　シビウ市は当市の友好都市であり、
秋の高山祭での観光案内ボランティ
アとして今年も訪問団が来訪します。
来訪一行を受け入れてくださるホスト
ファミリーを募集します。
訪問団員 5人（10代後半～20代の男
　　　　 女（予定））
募集家庭 7家族程度
募集区分  以下の日程で募集します。
①全日程：9月29日㈰～10月11日㈮
②前半：9月29日㈰～10月4日㈮
③後半：10月5日㈯～10月11日㈮
※申込多数の場合は、全日程をお引き
　受けいただける家庭を優先します。
申込  8月30日㈮までに TEL
問合 海外戦略課　☎35-3346

オオハンゴンソウ撲滅大作戦
in 丹生川
　市民の皆さまと一緒に、特定外来生
物のオオハンゴンソウを駆除するイベ
ントを開催します。ぜひご参加いただ
き、まちの本来の自然環境を取り戻し
ましょう。
日時  8月25日㈰9:00～10:30
場所  赤かぶの里（丹生川町旗鉾）
申込  8月20日㈫までに FAX・MAIL

※申込書は環境政策推進課（本庁2階）、
　丹生川支所のほか、HPからもダウン
　ロードできます（広報ID 1011079）。
問合  環境アセスメントセンター
        ☎34-9377　FAX57-7022
        Mail:tokai@eac-net.co.jp

第2回空家活用コンテストの
題材空家を募集
　市では、市内に実在する空家を題材
として利活用のアイデアなどを募集
し、審査・表彰するコンテストを計画
しています。コンテストの題材空家と
して、一般公開等にご協力いただける
物件を所有してみえましたら、ご連絡
ください。
　昨年度実施した第1回コンテストの
結果については、市 HPに掲載してい
ますので、ご覧ください。
問合 建築住宅課　☎35-3176
　　　広報ID 1010773
　Mail:ken-j@city.takayama.lg.jp

リフォーム製品フェア
　リフォーム製品の販売と修理したお
もちゃの無償提供があります。
応募資格　市民の方（分類ごと1人1点
　　　　　応募できます）
応募期間　8月12日（月・休）～17日㈯
　　　　　8:30～16:00
　　　　　8月18日㈰
　　　　　10:00～12:00
抽選会　8月18日㈰　13:00
※当選者には電話連絡するほか、市
HPに当選者の整理番号を掲載します。
場所  資源リサイクルセンター内
　　   リフォームセンター（三福寺町）
問合  資源リサイクルセンター
        ☎35-1244
        広報ID 1001250

景観デザイン賞
　伝統的な町並みや周囲の景観と調
和のとれた建築物や看板、庭園などを
表彰する「景観デザイン賞」の作品を募
集します。
対象　 新築・増築・改築や修理・修景工

事を行った建築物などで、平成
29年７月１日から令和元年６月
30日までに完成したもの

※原則として道路など公共の場所から
　見ることができるもの
部門 ▶建築物の部
　　　  （住宅、店舗、事業所、倉庫ほか）
　　　▶サインの部
　　　　（看板、モニュメントほか）
　　　▶緑のある修景の部
           （門、塀、生け垣、庭園ほか）
申込方法　 建築住宅課（本庁３階）ま

たは HPにある応募用紙に
必要事項を記入のうえ、カ
ラー写真（近景と遠景を各
1枚）、位置図、平面図（建
築の部のみ）を添えて、８月
30日㈮までに窓口へ提出
してください。

問合 建築住宅課　☎35‒3159
　　　広報ID 1003991

スキルアップ事業
クリーンスタッフ講習
受講者募集
対象  55歳以上の就業意欲がある県
　　　内在住者で、ハローワークに求
　　　職登録をしている方
期間  9月3日㈫～6日㈮
場所 市民文化会館（昭和町1）
定員  6人　 受講料  無料
申込 市民コーナー（本庁1階）や市シ
　　　ルバー人材センターにある申込
　　　書に必要事項を記入のうえ、8月
　　　20日㈫までに郵送・FAX

問合  県シルバー人材センター連合会
　　  〒500-8145 岐阜市雲井町3-12
　　   ☎058-249-0228
        FAX058-248-9730
        市シルバー人材センター
        ☎32-8090

成人水泳教室（2019年度後期）
　水の抵抗を利用して体を動かす水中運動コース、基本から学び25ｍを目指す初
級コース、泳力に応じた中・上級コースを開講します。
場所  奥飛驒トレーニングセンタープール（奥飛驒温泉郷村上）
定員 各コース15人（超えた場合は抽選）
参加料  各11,000円（入場料・保険料含む）
講師 長

は

谷
せ

川
がわ

直
なお

子
こ

さん（日本スポーツ協会公認水泳教師）
　　　門

かど

田
た

明
あき

正
まさ

さん（日本スポーツ協会公認水泳指導員）
コース  各コースとも全10回開催します

コース名 期　間 時　間
水中運動・初クロール教室 【日曜教室】 8月18日～10月20日 13:00～14:00
中・上級コース 【日曜教室】 8月18日～10月20日 14:00～15:00

初・中上級コース
【日曜教室】 8月19日～10月28日 13:00～14:00
【金曜教室】 8月23日～10月25日 18:30～19:30

申込 8月15日㈭までに TEL
問合 奥飛驒トレーニングセンタープール　☎0578‒89‒2145
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営業時間　平日午前8時30分から午後5時15分（土・日曜日、祝日、年末年始（12月29日～1月3日）を除く）

ヒッツFM（76.5MHz）「おもてなしの英会話」毎週火～木曜日8:25～、17:55～放送中
テキスト版を市HPで公開しています（広報ID 1005316）

講座・セミナー
口腔保健に関する講演会
　飛驒口腔保健協議会では、飛驒地域
の口腔保健や公衆衛生の向上を目的と
した活動の一環として講演会を開催し
ます。講師に長

は

谷
せ

川
がわ

嘉
よし

哉
や

さん（認知症
専門医・土岐内科クリニック）をお招き
し、『脳の老化を止めたければ歯を守り
なさい』と題して講演いただきます（参
加無料、事前申込不要）。
日時  8月31日㈯　14:00～16:00
　　　　　　　　  （開場は30分前）
場所 市役所地下市民ホール（花岡町2）
※ 当日は講演会前に歯科口腔保健にお
いて、他の模範となられた方を表彰す
る「第10回8

はちまるにいまる

020運動達成者表彰式」と
「第68回親と子のよい歯のコンクー
ル表彰式」も行います。
問合 飛驒口腔保健協議会（健康推進課内）
　　  ☎35-3160

第36回飛驒高山観光大学
　講演会や事例報告を通して、地方が元気になる観光振興や地域活性化のための
さまざまな取り組みや新しい方策について学びます。
期日  8月29日㈭、30日㈮ 　 場所  ひだホテルプラザ（花岡町2）
内容 29日㈭　講演会 13：30～17：10　 交流会 17：20～
基調講演　「世界に誇れる日本の美点 ～日本的なグローバル化を目指して～ 」
講師　㈱ジャーマン・インターナショナルCEO ルース・マリー・ジャーマンさん
事例報告　①「ナイトタイムエコノミーの現場から」
　　　　　　　講師　㈱Tri-win 　代表取締役社長　伊

い

藤
とう

通
みち

康
やす

さん
　　　　　②「地方都市のインバウンドへの挑戦 ～人口の6倍以上の外国人が宿
　　　　　　泊するわけ～」
　　　　　　　講師　高山市海外戦略部部長　田

た

中
なか

明
あきら

　　　30日㈮　市内視察　9：00～（各コース先着25人）
　　　　　①古い町並（下町）・日本伝統芸能でこなる座コース
　　　　　②じゃらん人気温泉地満足度1位奥飛驒温泉郷コース
参加料 29日講演会：市民無料　交流会：4,000円
　　　30日視察：①2,500円　②2,300円
申込  観光課（本庁2階）や各支所にある申込用紙に必要事項を記入のうえ、8月16
　　　日㈮までに窓口・郵送・TEL・FAX・HP
問合  観光課　☎35-3145　FAX35-3167　広報ID 2001452

市民外国語講座・日本語講座
期間　令和元年10月～令和2年3月（全18回）
場所　市役所、市民文化会館
定員　各クラス20人（定員を超えた場合は抽選）
最少催行人数　10人（日本語講座を除く）
受講料　各クラス9,000円　※別途テキスト代
　　　　が必要な講座があります。
申込締切　8月15日㈭
申込方法 （1）電話　①講座名　②氏名　③住
　所　④電話番号　⑤（希望者のみ）抽選に外れ
　た場合のキャンセル待ちまたは別講座受講希
　望の有無をご連絡ください。
（2）インターネット　市HPの募集欄から講座の
　申込ページにアクセスし、必要事項を入力し
　てください。
　受講料の支払い方法、会場等の詳細について
　は、受講決定者に後ほどご連絡します。
レベル（参考）
0 ゼロから外国語を学ぶ方、レベル1でも難し
　いと考える方向け
1 初めて外国語を学ぶ方向け
2 初級文法・会話を既に学んだ方向け
3 日本語ではなく、外国語を介して日常会話を  
　学びたい方向け
4 外国語を介して議論を行うなど、応用的な会
　話を学びたい方向け

●市民外国語講座
対象  市内在住・在勤の高校生以上の方

●日本語講座
対象  日本語を勉強したい外国人の方

講座名 レベル 曜日 時間 講師（予定）

英 語

英会話　たまごクラス 0 火 10：30～11：45
ジュリオ・ディ・リエンゾ英会話　ひよこクラス 1 木 10：30～11：45

英会話　にわとりクラス 1～2 木 13：30～14：45
ホップ（昼） 2 木 13：30～14：45

原
はら

貴
たか

浩
ひろ

ホップ（夜） 2 木 18：00～19：15
ス テ ッ プ 3 金 18：45～20：00 ハニーン・バビット
ジ ャ ン プ 4 金 19：30～20：45 ジョン・シュマン
おもてなし英会話

（接客業従事者向け） 2 木 19：30～20：45 原
はら

貴
たか

浩
ひろ

ドイツ語 ホ ッ プ 1～2 金 19：30～20：45 トム・スタインマン

韓 国 語
入 　 門 1 水 10：00～11：15

林
りん

美
み

玉
ぎょく

初 　 級 2 水 19：00～20：15

中 国 語
入 　 門 1 月 19：30～20：45

李
り

婕
じえ

初 　 級 2 水 19：30～20：45
中 　 級 3 火 13：30～14：45

フランス語 入 　 門 1 火 19：00～20：15 グエーン・デュコリ

スペイン語 入 　 門 1 木 19：00～20：15 山
やま

下
した

愛
めぐみ

タ イ 語 入 　 門 1 月 19：00～20：15 川
かわ　せ

瀬 淳
じゅん

一
いち

講座名 レベル 曜日 時間 講師（予定）

日 本 語
入門（社会人向け） 0～1 月 10：30～12：00

糸
いと

田
だ

恵
けい

子
こ

入門（小・中・高生向け） 0～1 月 13：00～14：30

初　　　級 2 月 14：45～16：15

問合  飛驒高山国際協会（海外戦略課内）
　     ☎35-3346
　　　広報ID 1006768
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ハガキハガキ 情報情報ののひろばひろば

今号の人権標語　いじめや差別　しないさせない　勇気と行動

花づくり講習会 秋の寄せ植え実習
　市民憲章推進協議会「花いっぱい企
画推進委員」を講師として、花づくりの
説明と秋の花とカラーリーフを使った
寄せ植えを実践で習います。
日時  9月10日㈫　19:00～ 20:30
場所  市民文化会館（昭和町1）
対象  市内在住、在勤、在学の方
定員  30人（超えた場合は抽選）
参加料 1,500円
申込  8月23日㈮までに TEL・ FAX（住
　　　所、氏名、電話番号を明記）
問合 市民憲章推進協議会（協働推進課内）  
　　　 ☎35-3412  FAX35-3414

荒城農業体験交流館体験教室
対象  市内在住･在勤の方
場所 荒城農業体験交流館(国府町八日町)
申込 TEL・FAX（超えた場合は抽選）
問合  荒城農業体験交流館
　　  ☎72-1066　FAX72-1067
◎シルエットアート教室
日時  8月22日㈭　①13:00～15:00
　　　　　　　　  ②19:00～21:00
定員  各10人　 参加料  1,000円
申込期限  8月15日㈭
◎飾り巻き寿司教室
日時  8月28日㈬　13:30～15:30
定員  12人　 参加料  1,300円
申込期限  8月15日㈭
◎お菓子つくり教室
今回は、キャラメルムースを作ります。
日時  8月29日㈭　13:00～ 15:30
定員  8人　 参加料  1,300円
申込期限  8月15日㈭

社会を明るくする運動
第18回少年の意見発表会
　「社会を明るくする運動」高山市推進
委員会では、次代を担う小中学生に犯
罪や非行などについて日ごろ考えてい
ることなどを作文にまとめ、発表してい
ただいています。
　今年度は市西部地区（小学校＝南・新
宮・清見・荘川・白川郷学園、中学校＝松
倉・清見・荘川・白川郷学園）の8校の小
中学生が発表します。
日時  8月24日㈯　9:30～11:30
場所 清見小学校体育館（清見町三日町）
問合  高山保護区保護司会
　　  ☎36-0566

平成31年度男女共同参画講演会
「多様性を認め合う社会」を
共に生きるために！
「普通じゃない」一人ひとりが「特別な
自分」のままで「社会の主人公として
生きる」ためにはどうしたらよいか。全
国各地で「いのち」に関する講演を続
けている、近

こん

藤
どう

真
まさ

庸
のぶ

さん（岐阜大学教
授）をお招きして、自分自身を見つめる
レッスンを中心とした講演会を開催し
ます（参加無料、事前申込不要）。
日時  8月18日㈰　13:30～15:00
                         （開場は30分前）
場所 市役所地下市民ホール（花岡町2）
　　   ※手話通訳・託児あり
※託児希望の方は8月15日㈭までに TEL・FAX
問合  協働推進課
　　  ☎35-3412　FAX35-3414

「笑いヨガ」体験
●市総合福祉センター（昭和町2）
日時  8月9日㈮、23日㈮ 10:00～
        8月4日㈰、25日㈰ 13:30～
●国府福祉センター（国府町木曽垣内）
日時  8月2日㈮、30日㈮ 10:00～
持ち物 飲み物（水分補給用）、動きやす 
　      い服装、タオル　 参加料 100円
問合 ひだ笑いヨガクラブ ☎33-0064

太極拳体験教室
•北小学校第二体育館（桐生町2）
日時  8月6日㈫　19:30～
•総合福祉センター（昭和町2）
日時  8月7日㈬　13:30～
持ち物  運動できる服装、底の低い靴、飲
　　　み物
※事前申込不要、参加無料
問合  高山市太極拳協会 ☎33-9196

相 談 ご と 講座・講演会
人権相談
申込  不要。直接会場へ
問合 協働推進課  ☎35-3412  各支所
●高山地域
日時  8月22日㈭　13:00～15:00
場所  山王福祉センター（森下町1）
●清見地域
日時  8月10日㈯　9:00～12:00
場所  きよみ館（清見町三日町）
●国府地域
日時  8月6日㈫　13:00～15:00
場所 こくふ交流センター（国府町広瀬町）

行政相談
申込  不要。直接会場へ
問合  総務課  ☎35-3133  各支所
●高山地域
日時  毎週㈬㈮　13:00～16:00
場所  総合福祉センター（昭和町2）
●清見地域
日時  8月10日㈯　9:00～12:00
場所  きよみ館（清見町三日町）
●荘川地域
日時  8月7日㈬　13:00～16:00
場所  荘川福祉センター（荘川町新渕）
●一之宮地域
日時  8月1日㈭　18:00～20:00
場所  一之宮支所（一之宮町）
●国府地域
日時  8月6日㈫　13:00～15:00
場所 こくふ交流センター（国府町広瀬町）

日時　8月24日㈯～9月28日㈯　13：30～17：30
場所　きよみ館（清見支所・清見町三日町）　定員　30人

日時　9月3日㈫～11月19日㈫　18：30～20：30
場所　高山市役所（花岡町2）　定員　30人

日時　10月9日㈬～11月27日㈬　13：30～16：30
場所　高山市役所（花岡町2）　定員　30人

※申込方法など詳細は上記までお問い合わせください。

　創業を考えている方や創業後間もない
方を対象としたセミナーを開催します。
　今回のセミナーは「経営」「販路開拓」
「財務」「人材育成」の4分野を学んでい
ただきます。

起業セミナー起業セミナー
創業者を育成・支援します！創業者を育成・支援します！

問合 高山商工会議所  ☎32‒0380

女性コース
全8日間

土曜コース
全６日間

平日夜コース
全12日間
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営業時間　平日午前8時30分から午後5時15分（土・日曜日、祝日、年末年始（12月29日～1月3日）を除く）

ヒッツFMで「声の広報たかやま」を放送しています。1日と15日の午前6時～7時・午後10時～11時

8月のこよみ
8月3日㊏ にゅうかわ夏まつり（丹生川支所前駐車場）

アルコピアひまわり園（～15日・ひだ舟山スノーリゾートアルコピア）
4日㊐ 「消防感謝祭」 第68回岐阜県消防操法大会（飛驒エアパーク）
9日㊎ 新平湯温泉奥飛驒・夏物語（～17日・奥飛驒温泉郷一重ヶ根）

令和元年記念　第36回飛驒高山手筒花火（宮川弥生橋下流）
10日㊏ 朝日ふるさと夏祭り（道の駅ひだ朝日村）
11日㊗ 第28回ローラースキーみや大会（一之宮地内）

第38回飛驒高山陣屋前夜市（～13日・高山陣屋前広場）
14日㊌ 飛驒一之宮納涼夏祭り（一之宮支所前駐車場）

司法書士無料法律相談
日時  8月24日㈯　13:00～17:00
場所 市民文化会館（昭和町1）
申込  8月22日㈭までにT TEL
問合  岐阜県司法書士会事務局
        ☎058-248-1715

行政書士無料相談
日時  8月21日㈬　13:00～16:00
場所  市役所3階301会議室（花岡町2）
申込 事前に TELまたは直接会場へ
問合  岐阜県行政書士会
        ☎058-263-6580

不動産無料相談
日時  8月20日㈫　13:00～15:00
場所  宅建協会飛驒支部事務所
　　  （昭和町2）
申込  不要。直接会場へ
問合  岐阜県宅地建物取引業協会
        飛驒支部　☎36-1396

なんでも相談会
　弁護士や税理士、司法書士が不動産
問題や相続、税金、労働問題などにつ
いて無料相談会を開催します。
日時  8月10日㈯　9:00～12:00
場所 飛驒地区労働者福祉会館（名田町5）
定員  弁護士による法律相談は6人
申込  事前に TEL
        （8月5日㈪ 9:00から）
問合  岐阜県労働者福祉協議会飛驒
　　　支部　☎57-7211

福祉に関する相談
　福祉サービス総合相談支援セン
ター、地域包括支援センター、子ども
発達支援センターでは、福祉に関する
さまざまなご相談をお受けします。
日時  平日　8:30～17:15
場所  市役所（花岡町2）

ハローワーク巡回職業相談
問合  ハローワーク高山　☎32-1144
申込  不要（高根地域を除く）
●高山地域
日時  平日常設　8:30～17:15
場所 市役所ワークサロンたかやま（花岡町2）
●丹生川地域
日時  8月1日㈭　13:00～15:00
場所  丹生川支所（丹生川町坊方）
●清見地域
日時  8月2日㈮　13:00～15:00
場所  きよみ館（清見町三日町）
●荘川地域
日時  8月23日㈮　13:00～15:00
場所  荘川総合センター（荘川町新渕）
●一之宮地域
日時  8月8日㈭　13:00～15:00
場所  一之宮支所（一之宮町）
●久々野地域
日時  8月9日㈮　13:00～15:00
場所  虹流館くぐの（久々野町無数河）
●朝日地域
日時  8月15日㈭　13:00～15:00
場所  燦燦朝日館（朝日町万石）
●高根地域
日時  8月16日㈮　13:00～15:00
場所  高根支所（高根町上ケ洞）
申込  予約制：8月14日㈬までに TEL
        高根支所　☎59-2211
●国府地域
日時  8月7日㈬　10:30～12:00、　
　　　　　　　　 13:00～15:30
場所 こくふ交流センター（国府町広瀬町）
●上宝・奥飛驒温泉郷地域
日時  8月22日㈭　13:00～15:00
場所  上宝支所（上宝町本郷）

心配ごと相談
日時  毎週㈬㈮　13:00～16:00
　　  （祝日除く）
場所 総合福祉センター（昭和町2）

結婚相談
　ご利用に当たっては、事前登録をお
願いします。（広報ID 1001399）
問合  協働推進課　☎35-3412
　　 リチェネット結婚サポートセンター  
　　　（市結婚相談所委託先）
        ☎0576-52-2022
●高山地域
日時  8月6日㈫　12：30～15：30
　　　8月13日㈫、20日㈫、27日㈫
　　　17:30～20:30
場所  総合福祉センター（昭和町2）
●丹生川地域
日時  8月14日㈬　9:00～12:00
場所  丹生川支所（丹生川町坊方）
●清見地域
日時  8月14日㈬　13:30～16:30
場所  きよみ館（清見町三日町）
●荘川地域
日時  8月13日㈫　9:30～12:30
場所  荘川福祉センター(荘川町新渕）
●一之宮地域
日時  8月7日㈬　13:00～16:00
場所  飛驒位山文化交流館(一之宮町)
●久々野地域
日時  8月21日㈬　13:30～16:30
場所  虹流館くぐの(久々野町無数河）
●朝日地域
日時  8月21日㈬　9:00～12:00
場所  燦燦朝日館(朝日町万石）
●高根地域
日時  8月28日㈬　14:00～17:00
場所 高根福祉センター(高根町上ケ洞）
●国府地域
日時  8月7日㈬　17:30～20:30
場所 こくふ交流センター（国府町広瀬町）
●上宝・奥飛驒温泉郷地域
日時  8月27日㈫　9:30～12:30
場所  上宝支所（上宝町本郷）

15日㊍ ひだ桃源郷くぐの納涼夏まつり（虹流館くぐの前）
17日㊏ きよみ夏祭り 2019（ウッドフォーラム飛驒）

ふるさと夏まつりin国府（福祉の里）
24日㊏ リサイクル資源回収（国府中PTA）
31日㊏ リサイクル資源回収（三枝小PTA）

相 談 ご と

《今後の予定》
総合防災訓練（9月1日）
リサイクル資源回収（9月22日・松倉中PTA）
リサイクル資源回収（9月28日・荘川小中連合PTA、日枝中PTA）
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TEL／0577‒32‒3333㈹
FAX／0577‒32‒7000 （市長室直通）
FAX／0577‒35‒3174 （広報情報課直通）

E-mail／kouhou@city.takayama.lg.jp
HP／http://www.city.takayama.lg.jp/
携帯用HP／http://mobile.city.takayama.lg.jp/
防災行政無線の内容は電話でも確認できます
☎0180-995-690

市長室市長室へへ
　ようこそ　ようこそ
●市民と市長の面談日

市長室直通ＦＡＸもご利用ください
ＦＡＸ●３6‒2060

問合先　秘書課 ☎35-3130

※事前にご予約ください

高山市公式YouTubeチャンネル
ケーブルテレビの番組「ハイ、市役所です」はインターネットでもご覧いただけます。
市ホームページ「行政情報」の動画コーナー
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市長だより長だよ
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飛
驒
高
山
高
校
園
芸
科
学
科
の
山
田
泰
輝
さ
ん（
3

年
）、
大
西
竣
介
さ
ん（
2
年
）、
櫻
本
千
遥
さ
ん（
2
年
）

が
現
在
、
農
業
高
校
生
海
外
実
習
派
遣
事
業
に
参
加
し

て
い
ま
す
。

　

彼
ら
を
含
め
た
県
内
農
業
高
校
生
10
人
が
7
月
21
日

か
ら
の
22
日
間
、
ア
メ
リ
カ
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ド
イ
ツ
、

オ
ラ
ン
ダ
の
4
カ
国
を
巡
り
、
海
外
の
農
業
実
情
や
実

践
的
経
営
を
学
ん
で
い
ま
す
。
本
事
業
は
昭
和
53
年
か

ら
は
じ
ま
り
、
当
市
か
ら
も
多
く
の
生
徒
が
参
加
し
、

現
在
で
は
飛
驒
の
農
業
の
中
核
を
担
う
存
在
と
し
て
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

渡
航
前
に
面
談
し
、
参
加
す
る
3
人
か
ら
、
抱
負
や

将
来
の
夢
な
ど
を
力
強
く
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

長
期
間
を
海
外
で
過
ご
し
、
ま
た
、
こ
れ
だ
け
多
く
の

国
を
巡
る
経
験
は
め
っ
た
に
で
き
ま
せ
ん
。
彼
ら
に
は
、

農
業
を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
海
外
で
の
生
活
す
べ
て
が

貴
重
な
体
験
と
な
っ
て
い
る

は
ず
で
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
積
み
、

一
回
り
大
き
く
な
っ
て
帰
国

し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

今
後
も
自
分
の
夢
に
向
か
っ

て
突
き
進
ん
で
い
た
だ
く
こ

と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

午後1時30分～4時15分
8月27日㈫

海
を
渡
る
青
年
の
大
志

　

形
の
珍
し
さ
と
食
味
の
良
さ
か
ら
、

飛
驒
の
特
産
物
と
し
て
全
国
に
出
荷

さ
れ
て
い
る「
宿す

く

儺な

か
ぼ
ち
ゃ
」。

　

宿
儺
か
ぼ
ち
ゃ
は
細
胞
壁
が
薄
い

た
め
、
口
当
た
り
が
滑
ら
か
な
こ
と

が
特
徴
で
、
プ
リ
ン
や
ア
イ
ス
な
ど

の
ス
イ
ー
ツ
の
ほ
か
、
ス
ー
プ
に
す

る
と
そ
の
持
ち
味
が
さ
ら
に
引
き
出

さ
れ
ま
す
。

｜
こ
の
カ
ボ
チ
ャ
は
、
40
年
ほ
ど
前
に
飛
驒
の
酒
蔵
に
来
た
新

潟
の
杜
氏
が
種
を
持
っ
て
き
た
と
言
わ
れ
と
っ
て
な
、
丹
生
川

で
は「
こ
の
カ
ボ
チ
ャ
」「
あ
の
カ
ボ
チ
ャ
」
っ
て
呼
ん
ど
っ
た
ん

や
。
商
品
化
し
た
年
は「
飛
驒
に
ゅ
う
か
わ
宿
儺
ま
つ
り
」が
始

ま
っ
た
年（
平
成
13
年
）で
、
農
耕
の
指
導
者
と
し
て
偉
業
を
成

し
た
と
い
わ
れ
る「
両
面
宿
儺
」か
ら
名
前
を
付
け
た
ん
や
。
平

成
14
年
に
清
見
村
で
開
催
さ
れ
た
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
で
出

店
し
た
ら
、
一
気
に
全
国
に
広
ま
っ
て
な
｜

そ
う
当
時
を
振
り
返
る
の
は
、
丹
生
川
宿
儺
か
ぼ
ち
ゃ
研
究

会
の
会
長
を
務
め
る
若
林
定
夫
さ
ん
で
す
。
現
在
、
丹
生
川
宿

儺
か
ぼ
ち
ゃ
研
究
会
に
は
、
高
山
を
は
じ
め
下
呂
市
や
飛
驒
市

の
会
員
約
２
０
０
人
が
所
属
し
て
い
ま
す
。

｜
冬
期
研
修
会
と
か
、
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
意
見
交
換
す
る
の

が
楽
し
み
な
ん
や
。
カ
ボ
チ
ャ
は
こ
れ
だ
け
の
面
積
を
緑
に
で

き
る
。
荒
廃
農
地
を
減
ら
し
地
域
の
緑
を
守
る
た
め「
緑
の
番
人
」

と
し
て
み
ん
な
で
そ
の
一
翼
を
担
っ
て
い
こ
う
と
話
し
と
る
ん

や
｜

　

昨
年
、「
メ
イ
ド
・
バ
イ
飛
驒
高
山
認
証
」の
認
証
産
品
と
な
っ

た
こ
と
で
、
農
家
に
も
一
層
張
り
合
い
が
出
て
い
る
と
い
い
ま

す
。

｜
宿
儺
か
ぼ
ち
ゃ
を
絶
や
し
た
く
な
い
。
飛
驒
高
山
の
ブ
ラ
ン

ド
産
品
と
し
て
生
き
残
っ
て
い
く
努
力
を
し
て
い
き
た
い
｜

収
穫
を
控
え
た
カ
ボ
チ
ャ
畑
を
見
つ
め
な
が
ら
、
そ
う
語
気

を
強
め
る
若
林
さ
ん
。
11
月
に
は
全
国
か
ぼ
ち
ゃ
サ
ミ
ッ
ト
を

地
元
で
開
催
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
人
と
語
り
合
い
た
い
と
、

宿
儺
か
ぼ
ち
ゃ
に
か
け
る
情
熱
は
冷
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

飛
ひだのたくみ

驒匠のDNAを受け継ぐものづくりのまち

メイド・バイ飛驒高山認証
　市では、飛驒高山ブランドコン
セプトに合致する独自性と信頼性
の高い地場産品を「メイド・バイ飛
驒高山認証産品」に認証していま
す。ものづくりの匠たちの熱い想
いに触れてください。
飛驒高山ブランドコンセプト
 「飛驒高山の風土と飛驒人の暮らしが
　　 生み出す本物　それが飛驒高山ブランド」

No.1 宿儺かぼちゃ
丹生川宿儺かぼちゃ研究会


